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平成 28 年度の活動 

 

平成 29 年 12 月 16 日に土木学会関西支部は創立 90 周年を迎える。『革新の種 ～社会の転換期を迎えて～』の

テーマの下、来たるべき支部の創立 100 周年を見据え、若手技術者や学生といった『将来の土木技術者』の確保・

人材育成に関わる事業を『今後 10 年で育てる行事』と位置づけ、様々な事業を展開した。 

関西支部では、平成 26 年度までに支部内のすべての国府県および政令指定都市と『災害時における調査等の

相互協力に関する協定』（以下、災害協定）を締結しているが、平常時からの密な連携関係を築くために、協定

を結んでいる自治体での防災に関する講演会への講師派遣を平成 27 年度から開始した。また、支部 100 周年を

見据えた 90 周年記念事業を統括する『創立 90 周年記念事業実行委員会』を設置した。上述したように重点課題

として『将来の土木技術者の育成』を掲げ、大学生・大学院生対象の大規模土木プロジェクト実地研修や学生会

員海外研修支援事業 研修生の募集、メンテナンスエキスパート講習会を実施した。 

また、土木を目指す子どもの獲得に繋がる小中高等学校の先生の教員免許状更新講習へのプログラム提供も充

実させた。学会の本分である研究活動に関しても、平成 28 年度設置の調査研究委員会より、より活発な研究の

支援を目的として、調査研究 1 件あたりの活動費の上限の引き上げを行った。 

一方で、支部活動を支える会員数は平衡状態であり、依然として厳しい状況が続いている。関係各位の尽力に

より正会員、学生会員とも平衡状態を保っているものの、支部賛助会員の会費収入の低迷は続いている。支部活

動の継続を目的として、今後に想定される人的体制と財政状況を勘案し、事務規程の全面的な見直しを行い、整

合が取れていない部分、時流に合わない部分の修正・追加を継続的に行った。改正された規程に従い、平成 29

年 1 月より事務職員として折井麻紀の 1 名を新たに雇用し、谷ちとせ事務局長及び町田めぐみとあわせて 3 名の

職員とし、今後の運営体制の強化を行った。 

 

総務幹事会は、支部活動全体の企画調整を所掌し、総会や商議員会、全体幹事会などの議案づくり、支部組織

や人事、支部技術賞、土木学会選奨土木遺産支部推薦・顕彰などの案件を担当した。特に、災害協定に基づいた

自治体での研修への講師派遣（平成 28 年度滋賀県土木技術職員専門研修）、土木学会選奨土木遺産支部推薦を活

性化させるための委員会組織改革等を重点的に行った。平成 27 年度から継続的に取り組んでいる支部運営やそ

れに伴う規程の見直しについては、個人情報保護や傷害保険・賠償責任保険体制に関する部分を現状に見合った

形に修正したことが大きな変更である。また、支部ホームページを全面的に更新し、情報へのアクセスを容易に

するとともに、翻訳機能の追加、スマートフォン対応、会議室予約機能の追加などの機能強化を並行して行った。 

 

財務幹事会は、各種行事・事業の実施に当たっての予算編成・決算・会計監査受検などの経理を担当し、支部

活動の円滑化に帰する予算執行を行った。予算編成にあたっては、平成 29 年度に予定されている関西支部創立

90 周年記念事業をはじめ、5 年後の全国大会、さらにその先の支部創立 100 周年事業が適切に執行されるよう、

積立預金等の試算を行い計画的な予算執行が図れるよう取り組んだ。 

また、減少傾向にある関西支部賛助会員の確保や減少抑制対策について検討を行った。平成 29 年度予算では、

支部創立 90 周年記念事業の着実な実施に向け、各幹事会の年度予定を反映した予算の作成を行った。 

なお、平成 28 年度に皆様からいただいた関西支部地域貢献事業への寄附金は 704,000 円に達し、土木学生の

育成や子供たちに土木の興味を持たせる活動等への期待の高さを感じた。 

 

企画講習会幹事会は、年次学術講演会、メンテナンスエキスパート講習会、大規模土木プロジェクト実地研修、

コンクリート構造の設計・施工・維持管理の基本に関する研修会、コンクリートカヌー競技大会、橋梁の長寿命

化・耐震化と更新に関する施策および技術開発の検討に関する連携研究委員会講習会、学生のためのキャリア支

援、本部講習会『地中構造物の耐震性能照査高度化』に関する関西支部会場でのビデオ上映会、高専学生対象講

演会、施工技術報告会、ぶら土木等の行事について企画運営を行った。 

年次学術講演会は立命館大学びわこ・くさつキャンパスにて実施した。新たな取組みとして昼休憩の時間帯に

FCC と共同で『どぼくカフェ in 年次学術講演会』を企画し、大学内のカフェが隣接するオープンスペースで実
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施し、多くの方に昼食をとりながら参加頂いた。平成 29 年度では、それに加えて学生のためのキャリア支援と

して各企業・団体によるブース出展を 15 時～17 時半に試行的に実施する予定である。 

メンテナンスエキスパート講習会は、5 日間のプログラムで実施した。1～4 日目は講義形式の講習を実施し、

5 日目のフィールドワークでは、東山高架橋の鋼製橋脚疲労亀裂の補強対策現場の視察と、天ヶ瀬ダム再開発工

事（大規模トンネル式放流設備）を視察頂いた。昨年は道路分野のみの実施であったが、河川分野を新たに設け

た。道路分野は参加者 12 名、河川分野は参加者 12 名の計 24 名に参加頂いた。アンケートの結果からは、ほと

んどの講義で 80%以上の参加者が「満足できた」、あるいは「理解できた」と回答、また、参加者の多数が「ま

た参加したい（38%）」もしくは「どちらかと言えば参加したい(54%)」という結果を得た。平成 29 年度実施に向

けて、共通分野と道路・河川分野の講義において、講義内容が重複している箇所も見受けられることから、講師

の先生方に講義内容の調整を依頼するなど、講習内容の見直しを図っていく。 

大規模土木プロジェクト実地研修（－構想から設計・施工まで体感する－）は、大阪府安威川ダム建設事務所、

安威川ダムJV工事事務所、㈱ニュージェックにて、8日間プログラムで実施した。従来型の業務の一側面を体験す

るインターンシップではなく、事業主体、施工業者および建設コンサルタントの各部門の研修を2日ずつ連続的に

実施し、岩盤判定会議の傍聴や研修ディスカッションなどを通じて、より臨場感のあるプログラムとした。本事

業は、院生を含む18名の大学生が参加し、アンケートの結果からは、「土木工事に関わる3つの部門を連続的に体

験でき、対象は1つの事業であったため、それぞれの部門で違った視点を経験できた」とコメントを頂くなど、実

践的な内容に好評を得た。平成29年度実施に向けて、大学生、大学院生だけでなく高専の専攻科の生徒に門戸を

広げること、研修地から遠方に所在の参加者に対して、宿泊費等の補助の支給について検討する等の見直しを図

っていく。 

高専学生対象講演会は 12 月 7 日に福井工業高等専門学校にて、サイエンスライターの佐藤健太郎氏に『国道

って何だろう』という講演タイトルにてご講演頂き、約 170 名の生徒に参加頂いた。 

ぶら土木は、若手技術者の交流と技術力の向上を目的として、土木遺産をめぐる（狭山池探訪）、琵琶湖疏水

見学、京奈和自動車道和歌山 JCT の現場見学、海外勤務についての講演会等の 4 件の企画を実施した。また、FCC

との共同企画を推進するために、FCC との合同会議を実施した。平成 29 年度の実施に向けて、参加者数を増大

させるため会告を早く提示するなど周知期間の延長を図っていく。 

他に平成 29 年度に開始する調査研究委員会として 3 件、共同研究グループとして 3 件を採択した。 

 

市民幹事会では、一般市民に対して土木に関する広報活動を行うと共に、土木の重要性や魅力などを理解し、

興味をもってもらうことを目的とした活動も行っている。 

活動の幹となる見学会は、普段は公開していない施設や工事現場で開催し、理解を深めていただけるよう様々

な工夫を凝らしている。 

小中高生対象見学会『ダムの工事現場を見に行こう！～天ヶ瀬ダム再開発事業～』では、ダムの役割や再開発

の必要性をパネル等で説明し、工事現場を見学したのち、ナットを用いた NATM 工法の模型実験でトンネルが安

全に施工され、完成後も構造を保つ理由を解説するなどした。 

一般市民対象見学会『明石海峡大橋とまもる技術の見学会』では、橋の建設史や整備効果を説明し、主塔への

登頂や維持管理の最新技術の装置に触れるなどして維持管理の重要性を説明した。 

社会基盤見学ツアー『夏休み企画！親子で学べる関空裏側探検ツアー』は土木構造物・インフラ施設の見学希

望の増加を受け、㈱JTB 西日本の主催（協力：関西エアポート㈱、(公社)土木学会関西支部）で平成 27 年度か

ら試行的に開催し、今年度も関西国際空港の建設方法の説明や施設見学を実施した。広報の手法などについて更

なる改善を検討し、平成 29 年度も継続する予定である。 

また教員免許状更新講習は、小中高等学校等の教員を対象とした講習や見学会として、文部科学省の教員免許

更新制に基づく兵庫教育大学の講習カリキュラムに平成 22 年から協力しており、明石海峡大橋の主塔登頂など

社会資本施設の見学と最先端技術に関する講習を含めた内容が特徴的で大変好評である。 

今年度は 2 講座を開講し、『知っておきたい！橋の歴史、種類と役割～身近な橋から世界一の吊橋まで～』で

は、授業ですでに実施されているブリッジコンテスト形式での演習授業を実施し、コンテストの運営方法、製作
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時の注意点やアドバイスの方法など説明したところ、「実際の教育現場での活用に役立つ」と好評であった。ま

た本州四国連絡高速道路㈱からゲストスピーカーを招き、橋が果たしている役割について多面的に講演していた

だいたところ、「橋の持つ社会的役割について、もう一度考えるよい機会となった。」など、教育に携わる先生方

のインフラ施設に対する理解が広がった。 

関西エアポート㈱の支援を受けて今年度から開講した『関西国際空港の歴史と技術～世界大交流時代を支える

海上空港の役割にせまる～』は、空港とは何かの基礎知識や関西国際空港を建設するに至った経緯、海上空港の

建設方法ならびに建設にあたって使われた土木技術等について説明を行ったところ、「空港の歴史や建設の工夫

がよくわかった」と好評であった。 

実験による土木技術の紹介も継続して実施しており、建設技術展 2016 近畿においては、『土木実験・プレゼン

大会～どうして？なぜ？が一目でわかる～』で身近なものを利用してわかりやすく土木技術を伝える方法を実演

した。見学会で行っているプラレールを用いた鉄道高架化事業の説明を、一般の方へわかりやすく説明するポイ

ントを解説しながら実演するなど、3 題のプレゼンを実施し、「わかりやすかった。今後のプレゼンの参考にし

たい」との感想を得た。また、小中学生対象夏休み土木実験教室は 5年目の開催となるが、コンクリート練り体

験と立体地図の製作を行った。「コンクリートや地図の秘密が知れてよかった」と好評であった。どちらも引き

続き実施する予定である。 

『土木の日』関連事業は、『土木の日』関連行事関西地区連絡会を通じて取り組んでおり、土木の日ポスター

の募集を担当している。最優秀賞に選ばれた作品を用いて土木の日関連行事のポスターを作成し、関係機関等に

配布した。テーマは『大雨からみんなを守る土木』としたが、例年よりも応募数が少なかったため、学校にヒア

リングを行ったところ、夏休みの自由課題の 1 つとして案内するのみで、絵画が夏休みの課題でなくなっている

学校もあることがわかり、今後は小学生が理解できることに留意してテーマを設定する必要がある。 

これらの活動に参加された方のアンケートには、土木への理解が深まったことや興味を持つようになったとい

うコメントも多く、当幹事会の目的である『土木に関する啓発・広報』が着実に進められているものと考えられ

る。さらなる改善を加えつつ、活動の継続性についても検討しながら、引きつづき活動を行っていく。 

 

FCC では、平成 29 年 1 月 27 日に京都大学において FCC フォーラム『どぼくで遊ぶ』を開催し、微地形や観光

地・街中の地域資源に潜む土木を取り上げ、街中の土木を活かした遊び方、街歩きによる土木の楽しみ方に関す

る講演を企画した。また、その実践編として京都市内の街歩きを行った。 

『どぼくカフェ』は京都国際マンガミュージアムや大阪アメリカ村、滋賀県大津市などにおいて 6 回開催し、

新しい取り組みとして、年次学術講演会においてランチタイムにカフェテリアでも開催し、好評であったので、

平成 29 年度も年次学術講演会の会場で開催する予定である。 

土木広報ツールとして国道標識やマンホール柄の紙コースターを作成し、どぼくカフェや阪神高速道路大和川

線開通イベントおいてに配布したところ、大行列ができるほどの人気となり、日常で土木に気づいてもらうため

の有効なツールとなり得ることを確認することができた。 

 

これらの支部活動は、関係各位の直接的、間接的ボランティアにより成り立っている。会員各位の支部活動へ

の様々な支援は、土木技術と市民理解の向上に確実につながっている。関係各位のご協力に感謝するとともに、

土木学会関西支部創立 90 周年に向けて社会的な使命を果たす存在であり続けるために、さらなるご支援を期待

する。 
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1．議案1 平成28年度商議員会議決事項および支部に関する重要事項 

1．1 平成28年度第1回商議員会(H28.6.30) 支部会議室 

平成28年度地域貢献事業運営委員会、技術賞選考委員会、選奨土木遺産支部推薦委員会の委員選出 

支部創立90周年記念事業実行委員会の設立 

選奨土木遺産支部推薦内規の一部改正 

コンクリートカヌー競技大会の共催 

調査研究委員会テーマ・共同研究グループの募集 

感謝状の贈呈先選定基準の制定 

 

1．2 平成28年度第2回商議員会(H28.10.21) 支部会議室 

平成29年度役員選出方針 

支部創立90周年記念事業準 

関西支部公印規定制定 

上半期会計監査報告 

平成29年度計画・予算案 

平成29年度年次学術講演会の実施計画 

 

1．3 平成28年度第3回商議員会(H29.2.16) 福井県国際交流会館 

平成29年度役員の選出および役員選挙について 

第90回支部総会の実施計画および委任について 

自治体からの委員・審議会等の委員候補者の推薦方法について 

土木学会関西支部規程・就業規則、支部会議室使用規定他の一部改正 

平成28年度決算見込み・平成29年度計画・予算案 

調査研究委員会テーマ・共同研究グループの採択決定 

年次学術講演会におけるキャリア支援について 

 

1．4 支部創立90周年記念事業 テーマとロゴマーク 

革新の種 ～社会の転換期を迎えて～ 

日本では、人口減少期を迎えて社会を支える生産年齢人口が年々減少し、あらゆる分野で

担い手確保が困難となっていくことが危惧されています。このような状況をも見据えて、

Society5に象徴されるように、IoT、ビッグデータ、AIを取り入れ、社会や産業の構造を大

きく変える動きが始まっています。 

土木でも、担い手不足が顕在化するとともに、熟練技術者の離職による技術継承が難しく

なりつつある一方で、激化する災害に対応すべく防

災・減災機能の強化、インフラの新設から維持管理へ

のシフト等、求められる仕事の内容は年々難しくなっ

ています。 

このような状況の中、将来にわたり、社会に対して

安定的にインフラを提供していくためには、土木もこ

れらの状況に対応すべく変わっていかなければなりま

せん。90周年では、そのための種を撒き、100周年に向

けて育てていくことを記念行事の柱に据えました。 

2017 年 土木学会関西支部は 

創立 90 周年を迎えます 
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1．5 規程改正に関する事項 

土木学会関西支部規程 改正案（関係条項のみ下記します） 

現行 改正案 

（支部会計） 

第15条 支部の経費は、交付金、行事参加費、

広告費、賛助会費、その他をあてる。 

２ 支部の事業計画及び予算については、毎事

業年度の開始の日の前日までに、支部長が作

成し、商議員会の承認を得た上、速やかに定

款第13条第2項第1号の規程による会長等に

報告しなければならない。これを変更する場

合も、同様とする。 

３ 支部の事業報告及び決算については、毎事

業年度終了後、支部長が作成し、監査役の監

査を受けた上で、商議員会の承認を得て、定

時支部総会おいて、事業報告についてはその

内容を報告し、決算については承認を受けな

ければならない。 

４ 支部長は、前項の規定により報告し又は承

認された事業報告及び決算を速やかに会長

等に報告しなければならない。  

（支部会計） 

第15条 支部の経費は、交付金、行事参加費、

広告費、賛助会費、その他をあてる。 

２ 支部の事業計画及び予算については、毎事

業年度の開始の日の前日までに、支部長が作

成し、商議員会の承認を得た上、速やかに定

款第13条第2項第1号の規程による会長等に

報告しなければならない。これを変更する場

合も、同様とする。 

３ 支部の事業報告及び決算については、毎事

業年度終了後、支部長が作成し、監査役の監

査を受けた上で、商議員会の承認を得て、定

時支部総会おいて、事業報告についてはその

内容を報告し、決算については承認を受けな

ければならない。 

４ 支部長は、前項の規定により報告し又は承

認された事業報告及び決算を速やかに会長

等に報告しなければならない。  

参考 

(規程の改正等) 

第 17 条 この規程は、商議員の過半数が出席する商議員会において出席者の４分の３以

上の議決を経、支部総会の承認を経て、細則第４条の規定により理事会の承認を

得て改正することができる。 

 

1．6 支部人事に関する事項 

平成29年度関西支部役員選挙結果報告及び選任について 

選  挙 

投票用紙発送数 5,246票（関西支部正会員：個人会員5,163名、法人会員83団体） 

開票 平成29年4月5日16時より 

立会人 岡 久資、若槻晃右 幹事2名 

投票受付数 1,445票（インターネット：1,417票、郵送：28票） 

有効得票数 1,445票 

有効投票率 27.5％ 
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開票結果 

支部長候補（平成29年度） 

村 上 考 司 君  （㈱大林組） 

 

 副支部長（平成29年度、五十音順） 

井 上   晋 君  （大阪工業大学） 

大 石 富 彦 君  （関西電力㈱） 

 

 商議員（平成29年度、30年度、五十音順） 

饗 庭 啓 良 君  （滋賀県） 

市 木 敦 之 君  （立命館大学） 

沖 中 知 雄 君  （近畿大学） 

荻 野   啓 君  （㈱神戸製鋼所） 

稼 農 泰 嘉 君  （前田建設工業㈱） 

河 上 英 二 君  （㈱建設技術研究所） 

川 﨑 雅 史 君  （京都大学） 

北 野 俊 介 君  （協和設計㈱） 

國 富 和 眞 君  （㈱鴻池組） 

小 畠 一 剛 君  （堺市） 

小 林   稔 君  （国土交通省） 

金 剛 一 智 君  （奈良県） 

杉 浦 正 彦 君  （兵庫県） 

鈴 木 伸 幸 君  （和歌山県） 

角 田 悟 史 君  （大阪市） 

鳥 牧 昭 夫 君  （大阪府） 

中 地 厚 元 君  （京都府） 

西 田 修 三 君  （大阪大学） 

橋 野 哲 郎 君  （㈱ピーエス三菱） 

酒 造 敏 廣 君  （神戸市立工業高等専門学校） 

宮 川 公 一 君  （大阪ガス㈱） 

 

 監査役（平成29年度、30年度） 

加賀山 泰 一 君  （阪神高速道路㈱） 

 

 

平成29年度関西支部選出本部役員 

 理事（平成29年度、30年度） 

小 林 潔 司 君  （京都大学） 

西 田 純 二 君  （㈱社会システム総合研究所） 

堀   智 晴 君  （京都大学） 
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2．議案2 平成28年度事業報告(H28.4.1～H29.3.31) 

 

2．1 平成28年度役員選挙 

支部長候補・副支部長・商議員・監査役の選挙(H28.4.5) 

支部長候補 建山 和由 君 

副支部長 加賀田健司 君  末永 清冬 君 

商議員 秋山 智則 君  五十嵐 晃 君  伊藤 明彦 君  稲田 雅裕 君 

岡村 正典 君  奥野 雅弘 君  梶谷 知志 君  北牧 正之 君 

久保  光 君  黒瀬 信弘 君  佐伯 賢一 君  角掛 久雄 君 

手皮 章夫 君  利根川太郎 君  長尾  毅 君  畑中 克也 君 

林  健治 君  林  泰三 君  前  邦彦 君  渡辺 尚夫 君 

監査役 吉村 文章 君 

 

2．2 総会・役員会 

総 会 

第89回支部総会(H28.5.12) 

場所:建設交流館 委任状:1,358名 

商議員会議決事項および支部に関する重要事項 承認 

平成27年度 事業報告 承認 

平成27年度 決算報告 承認 

平成28年度 事業計画および予算 承認 

平成27年度 選奨土木遺産および関西支部技術賞の授与 

役員会 

商議員会 3回 

幹事会 

全体幹事会 4回 

主査幹事会 3回 

総務財務幹事会 3回 

企画講習会幹事会 2回 

市民幹事会 5回 

特定事業幹事会 随時 

運営に関する会議 

役員候補者等選定ＷＧ打合せ会 1回 

支部に関する懇談会 1回 

支部中期運営グループ会議 1回 

役員・委員対象見学会 

場所:黒部川第4発電所(H28.7.1、9.25) 参加者:20名 

場所:新九頭竜橋(仮称)、中部縦貫道(H29.2.4) 参加者:28名 

 

2．3 委員会・行事等 

2．3．1 委員会・グループ 

関西支部技術賞選考委員会 

選考委員会 4回 

技術賞候補発表会(H29.1.23) 

場所:大阪合同庁舎1号館第1別館 参加者:100名 

土木学会選奨土木遺産支部推薦委員会 

推薦委員会 5回 
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協力行事 

2017国土政策フォーラム in 五條「全国未成線サミット(未成線の利活用による地方創

生)」(H29.3.4) 

主催:国土交通省、奈良県五條市他 

平成28年度特別企画「土木遺産展 in 狭山池博物館 －関西の土木遺産巡歴－」

(H29.3.18～5.7) 

主催:大阪府立狭山池博物館他 

土木コレクション バナー展示 

どぼく＋マンガ in 京都国際マンガミュージアム(H28.3.3～5.10) 

内容:琵琶湖疏水図面集、余部橋梁 参加者:32,000名 

立命館大学 びわこ・くさつキャンパス(H28.6.11) 

内容:余部橋梁、琵琶湖疏水図面集、淀川河川補修 参加者:626名 

大阪大学 吹田キャンパス(H28.8.9) 

内容:穴太衆石積みの石垣、紀ノ川橋梁、毛馬閘門・洗堰・長柄運河、奈良駅舎、 

淀川河川補修 

平成28年度特別企画「土木遺産展 in 狭山池博物館 －関西の土木遺産巡歴－」(H29.3.18～

5.7) 

内容:全13本 

「安全な国土への再設計」支部連合プラットフォーム 

災害協定関西地区連絡会議 1回 

災害協定における支援事業(講師派遣) 

平成28年度滋賀県土木技術職員専門研修(H28.6.7) 

場所:滋賀県建設技術センター 参加者:51名 

主催:滋賀県 

地域の災害脆弱性と防災意識の啓発(講師派遣) 

東日本大震災追悼イベント「ぼう祭のつどい ～広げよう絆のわ～」(H29.3.12) 

場所:津波・高潮ステーション 

主催:ぼう祭のつどい実行委員会(大阪市西区6連合振興町会他) 参加者:80名 

調査研究委員会 

まちづくりにおける水辺空間のあり方 ～新たな都市施設・空間の複合化を目指して～ 

委員会など 8回 

モニタリング技術と融合した橋梁マネジメントに関する調査研究委員会 

委員会など 14回 

歴史的地盤遺跡の保全と活用に関する研究委員会 

委員会など 7回 

共同研究グループ 

鋼橋の維持管理全体の高度化に関する共同研究グループ 

研究会など 6回 

中小規模自治体における社会基盤構造物の維持管理に関する共同研究グループ 

研究会など 3回 

都市直下地震における耐震問題に関する研究 

研究会など 4回 

老朽化、および更生した下水道管きょの耐震設計法に関する研究 

研究会など 10回 

シビル・ベテランズ＆ボランティア(CVV) 

研究会など 13回 
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2．3．2 企画講習会関連行事 

主催・共催行事 

関西支部年次学術講演会 

平成28年度 

関西支部年次学術講演会(H28.6.11) 

場所:立命館大学 びわこ・くさつキャンパス 一般講演:260題 

講演会 参加者:626名 

懇親会 参加者:179名 

平成29年度 

プログラム編成委員会 1回 

杭基礎と鋼管矢板基礎の実用的統一設計法の確立に向けての基礎的研究 ワークショップ

(H28.6.11) 

場所:立命館大学 びわこ・くさつキャンパス 参加者:7名 

中小規模自治体における社会基盤構造物の維持管理に関する共同研究グループ ワークショップ

(H28.6.11) 

場所:立命館大学 びわこ・くさつキャンパス 参加者:20名 

都市直下地震における耐震問題に関する研究 ワークショップ “直下地震での構造物の被害は横

揺れだけによるものなのか？”(H28.6.11) 

場所:立命館大学 びわこ・くさつキャンパス 参加者:24名 

老朽化、および更生した下水道管きょの耐震設計法に関する研究 ワークショップ(H28.6.11) 

場所:立命館大学 びわこ・くさつキャンパス 参加者:18名 

鋼橋の維持管理全体の高度化に関する共同研究グループ ワークショップ(H28.7.29) 

場所:建設交流館 参加者:98名 

メンテナンスエキスパート講習会(H28.8.1～8.5) 

場所:土木学会関西支部、天ヶ瀬ダムなど 参加者:24名、のべ119名 

大学生・大学院生対象『大規模土木プロジェクト実地研修』(H28.8.17～8.26) 

場所:安威川ダム建設事務所など 参加者:18名、のべ144名 

第30回コンクリート構造の設計・施工・維持管理の基本に関する研修会(H28.8.24～8.25) 

場所:大阪科学技術センター 参加者:第Ⅰ部83名、第Ⅱ部86名、のべ169名 

コンクリートカヌー競技大会(H28.8.27) 

場所:兵庫県立円山川公苑 参加数:16校19艇 

共催:近畿高校土木会 

橋梁の長寿命化・耐震化と更新に関する施策および技術開発の検討に関する連携研究委員会講習

会(H28.9.30) 

場所:建設交流館 参加者:153名 

協賛:一般財団法人阪神高速道路技術センター 

学生のためのキャリア支援 ～相談にのります、将来への道づくり～(H28.10.27) 

場所:マイドームおおさか（建設技術展2016近畿） 参加者:130名 

本部講習会「地中構造物の耐震性能照査高度化」に関する関西支部会場でのビデオ上映会

(H28.11.10) 

場所:土木学会関西支部 参加者:13名 

高専学生対象講演会(H28.12.7) 

場所:福井工業高等専門学校 参加者:170名 

平成28年度施工技術報告会(H29.2.15) 

場所:建設交流館 参加者:188名 

共催:公益社団法人地盤工学会関西支部、一般社団法人日本建設業連合会関西支部、 

一般社団法人日本建設機械施工協会関西支部 

ぶら・土木(ブランチ活動) 

11th シリーズ土木遺産をめぐる3『狭山池』探訪(H28.5.28) 

場所:大阪府立狭山池博物館、狭山ダム施設 参加者:14名 
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13th 若手技術者交流イベント「琵琶湖疏水見学」(H28.9.30) 

場所:琵琶湖疏水記念館、水路閤など 参加者:15名 

14th 明石海峡大橋の主塔に登ろう！「知りたかった架橋技術」「みたかった壮大な風景」

を体感する一日(H28.10.19) 

場所:明石海峡大橋 開催中止 

12th 海外勤務についての講演会「西アフリカ1,000キロを爆走する大型トラックを追いかけ

ろ！－海外開発コンサルタントのシゴト－」(H28.11.18) 

場所:大阪工業大学 大宮キャンパス 参加者:115名 

15th 京奈和自動車道 雄ノ山高架橋・和歌山JCT(仮称)の全景と全貌(H28.11.25) 

場所:鹿島建設雄ノ山工事事務所 参加者:12名 

特別共催 

建設技術展2016近畿(H28.10.26～10.27) 

主催:株式会社日刊建設工業新聞社、一般社団法人近畿建設協会 参加者:15,106名 

協賛行事 

第343回講習会「破壊力学の基礎と最新応用(実験実習・計算演習付き)」(H28.5.17～5.18) 

主催:一般社団法人日本機械学会関西支部 参加者:101名 

第3回若手セミナー ～地盤工学の基礎講座～(H28.6.17) 

主催:公益社団法人地盤工学会関西支部 参加者:42名 

宅地地盤の品質評価に関する技術講習会(H28.7.12) 

主催:公益社団法人地盤工学会関西支部 参加者:41名 

第344回講習会「実務者のための騒音防止技術(展示，簡易実習付き)」(H28.7.27～7.28) 

主催:一般社団法人日本機械学会関西支部 参加者:71名 

第4回若手セミナー ～地盤工学の基礎講座～(H28.9.30) 

主催:公益社団法人地盤工学会関西支部 参加者:23名 

第345回講習会「熱応力による変形・破壊の評価方法と対策事例」(H28.10.5～10.6) 

主催:一般社団法人日本機械学会関西支部 参加者:66名 

特別フォーラム ～ビッグデータ・AI技術の最前線と機械工学への展望を探る～(H28.10.24) 

主催:一般社団法人日本機械学会関西支部 参加者:185名 

Kansai Geo-Symposium 2016 地下水地盤環境・防災・計測技術に関するシンポジウム(H28.11.18) 

主催:公益社団法人地盤工学会関西支部、地下水地盤環境に関する研究協議会 参加者:132名 

第9回橋梁模型コンテスト ～世界一の吊橋「明石海峡大橋」をバックに!!～(H28.11.19) 

主催:土木の学校、神戸市建設局 参加者:15校15チーム79名 

「落石対策工の設計法と計算例」講習会(H28.12.14) 

主催:公益社団法人地盤工学会関西支部 参加者:40名 

第11回若手シンポジウム ～材料研究の開拓・融合と魅力の再発見～(H28.12.16～12.17) 

主催:公益社団法人日本材料学会関西支部 参加者:26名 

第348回講習会「実務者のための振動基礎と制振・制御技術」(H29.1.23～H29.1.24) 

主催:一般社団法人日本機械学会関西支部 参加者:82名 

シンポジウム「暑中コンクリート工事における対策と取組みの現状」(H29.3.17) 

主催:一般社団法人日本建築学会近畿支部、GNN(元気な生コンネットワーク) 

 参加者:230名 

後援行事 

技術士兼弁護士から見た最新の建設トピックス解説講座(H28.4.22ほか計5回) 

主催:SCE研究会 参加者:135名 

第13回ジオテク講演会(H28.4.27) 

主催:一般財団法人災害科学研究所 参加者:122名 

橋の科学館講演会 第23回 橋の仕組みと構造を模型で学ぼう(H28.5.14) 

主催:橋の科学館 参加者:44名 

第3回「震災対策技術展」大阪(H28.6.2～6.3) 

主催:「震災対策技術展」大阪実行委員会 参加者:10,336名 
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第15回COBRA講演会(H28.6.17) 

主催:NPO法人建設副産物リサイクル促進機構 参加者:79名 

土工構造物の防災を考える技術セミナー(H28.7.5) 

主催:一般財団法人土木研究センター 参加者:129名 

2016年度京都景観エリアマネジメント講座基礎講座(第7期)(H28.7.9ほか計8回) 

主催:NPO法人京都景観フォーラム 参加者:296名 

道路橋の長寿命化対策に関わる技術講習会(H28.7.12、7.13、7.26) 

主催:一般社団法人日本建設保全協会 参加者:437名 

鴨川から見る、京都の近代から現代(H28.8.3～8.31) 

主催:NPO法人京都景観フォーラム 参加者:58名 

橋の科学館講演会 第24回 世界一をつなぐ道 ～明石海峡大橋に接続する道路の物語～(H28.9.10) 

主催:橋の科学館 参加者:50名 

第49回(平成28年度)研究発表会(H28.9.15) 

主催:一般社団法人建設コンサルタンツ協会近畿支部 参加者:827名 

京都大学災害リスクマネジメント工学(JR西日本)講座 第11回市民講座 地震・津波災害に備える

(H28.10.1) 

主催:京都大学大学院工学研究科社会基盤工学専攻災害リスクマネジメント工学(JR西日本)

講座 参加者:181名 

平成28年度i-Constructionセミナー(H28.10.6) 

主催:関西i-Construction研究会 参加者:180名 

第2回近畿本部建設部会『金井塾』(H28.10.15) 

主催:公益社団法人日本技術士会近畿本部 参加者:33名 

安威川フェスティバル2016(H28.10.16) 

主催:安威川ダムファンづくり会 参加者:1,300名 

シンポジウム建設未来京都フォーラム2016(H28.10.18) 

主催:建設未来京都フォーラム 参加者:200名 

日中地盤工学技術交流会(H28.10.20～10.22) 

主催:公益社団法人地盤工学会関西支部 参加者:50名 

道路橋の維持管理講習会「道路橋床版の長寿命化技術」(H28.10.25) 

主催:一般財団法人災害科学研究所 参加者:233名 

くらしをささえる人と技術がわかる！～ふれあい土木展2016～(H28.11.11～11.12) 

主催:国土交通省近畿技術事務所 参加者:1,700名 

with Dam ★ Night in KOBE(H28.11.16) 

主催:一般社団法人ダム工学会 参加者:94名 

橋の科学館講演会 第25回 本州四国連絡橋保全の今2016 ～200年以上使われる橋を目指して～

(H28.11.26) 

主催:橋の科学館 参加者:41名 

けんせつビデオセミナー in 豊岡(H28.11.30) 

主催:一般社団法人近畿建設協会、一般財団法人日本建設情報総合センター 

 参加者:43名 

京都大学災害リスクマネジメント工学(JR西日本)講座 第12回市民講座 自然災害に備える

(H28.11.30) 

主催:京都大学大学院工学研究科社会基盤工学専攻災害リスクマネジメント工学(JR西日本)

講座 参加者:167名 

豪雨による土砂災害講演会(H28.12.7) 

主催:一般財団法人災害科学研究所 参加者:93名 

「非鉄スラグ骨材(フェロニッケルスラグ骨材、銅スラグ細骨材)を用いたコンクリートの設計施

工指針」に関する講習会(H28.12.15) 

主催:日本鉱業協会、公益社団法人日本コンクリート工学会近畿支部 参加者:87名 

阪神高速大和川線(三宝～鉄砲)開通記念 ～大和川マラソン＆ハイウェイウォーク～(H29.1.21) 

主催:阪神高速道路株式会社 参加者:5,592名 
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橋の科学館講演会 第26回 日本の技術で海外に吊橋を ～トルコ オスマン・ガジ橋のご紹介～

(H29.1.21) 

主催:橋の科学館 参加者:52名 

セメント系固化材の利活用セミナー(H29.1.24) 

主催:一般社団法人セメント協会 参加者:433名 

けんせつビデオセミナー in 和歌山(H29.3.1) 

主催:一般社団法人近畿建設協会、一般財団法人日本建設情報総合センター 

 参加者:37名 

橋の科学館講演会 第27回 東日本大震災が発生した3.11 改めて、安全や防災への意識を高めよ

う！(H29.3.11) 

主催:橋の科学館 参加者:42名 

東日本大震災追悼イベント「ぼう祭のつどい ～広げよう絆のわ～」(H29.3.12) 

主催:ぼう祭のつどい実行委員会 参加者:1,200名 

協力行事 

橋の科学館「夏休み自由研究教室」いろいろな橋を作ろう(H28.7.23～8.18) 

主催:橋の科学館 参加者:79名 

 

2．3．3 市民対象行事 

主催行事 

小中高生対象見学会(H28.6.5) 

テーマ:天ヶ瀬ダムを見に行こう！ ～天ヶ瀬ダム再開発事業～ 

場所:天ヶ瀬ダム再開発事業工事現場 参加者:79名 

教員免許状更新講習 

共催:兵庫教育大学 

テーマ:橋の歴史、種類と役割 ～身近な橋から世界一の吊橋まで～(H28.8.3) 

場所:橋の科学館 参加者:39名 

テーマ:関西国際空港の歴史と技術－世界大交流時代を支える海上空港の役割にせまる－

(H28.8.5) 

場所:関西国際空港 参加者:38名 

小中学生対象夏休み土木実験教室(H28.8.6) 

内容:コンクリート実験、地図と地図記号 

場所:土木学会関西支部 参加者:33名 

『土木実験・プレゼン大会』～どうして？なぜ？が一目でわかる～(H28.10.26) 

場所:マイドームおおさか（建設技術展2016近畿） 参加者:300名 

一般市民対象見学会(H28.10.29) 

テーマ:明石海峡大橋とまもる技術の見学会 

場所:明石海峡大橋 参加者:81名 

協力行事 

社会基盤見学ツアー(H28.8.26) 

テーマ:夏休み企画！親子で学べる関空裏側探検ツアー 

場所:関西国際空港 参加者:15名 

主催:JTB西日本 

インフラツーリズム(H28.11.16～11.17) 

テーマ:with Dam★Night ?! 夜も昼もダム三昧 

場所:布引五本松ダム、安威川ダム、日吉ダム、天ケ瀬ダム 開催中止 

主催:JTB西日本 

GISday in 奈良 2017(H29.3.19) 

内容:製作・体験コーナー「地図模型」 

主催:奈良大学 参加者:10名 
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「土木の日」関連事業 

「土木の日」関連行事関西地区連絡会 3回 

「土木の日」ポスター募集(H28.6.1～9.8) 応募数:子供部門 50編、一般部門 48編 

テーマ:大雨からみんなを守る土木 

「土木の日」ポスター応募作品展示 

建設技術展2016近畿(H28.10.26～10.27) 

内容:全応募作品 参加者:15,106名 

くらしをささえる人と技術がわかる！～ふれあい土木展2016～(H28.11.11～11.12) 

内容:受賞14作品 参加者:1,700名 

 

FCC(フォーラム・シビル・コスモス) 

FCCフォーラム 

テーマ:「どぼくで遊ぶ」(H29.1.27) 

場所:京都大学 吉田キャンパス 参加者:50名 

企画展示 

テーマ:どぼく＋マンガ in 京都国際マンガミュージアム(H28.3.3～5.10) 

内容:土木が描かれたマンガのパネル、土木コレクション バナー他 

場所:京都国際マンガミュージアム 参加者:32,000名 

共催:京都国際マンガミュージアム 

FCCどほくカフェ 

テーマ:第22回 どぼく＋マンガ in 京都国際マンガミュージアム(H28.4.10) 

場所:京都国際マンガミュージアム 参加者:100名 

共催:京都国際マンガミュージアム 

テーマ:マニアの目から見た国道(H28.6.11) 

場所:立命館大学 びわこ・くさつキャンパス(年次学術講演会) 参加者:90名 

テーマ:第23回 暗渠マニアック！(H28.10.6) 

場所:Loop A 参加者:30名 

テーマ:第24回 マンホール蓋は「路上の芸術」(H28.10.23) 

場所:大津港業務用地(滋賀けんせつみらいフェスタ会場内) 参加者:30名 

テーマ:第25回 土木好きのための写真講座(H28.11.7) 

場所:Loop A 参加者:30名 

テーマ:第26回 街角図鑑(H28.11.25) 

場所:Loop A 参加者:30名 

イベントへのブース出展(H29.1.21) 

場所:阪神高速大和川線(三宝～鉄砲)開通記念 イベント内 

 

2．3．4 刊行物・資料 

行事案内 5回 

平成28年度関西支部年次学術講演会講演概要集(CD-ROM)(H28.5.10) 

支部だより第73号(H28.7.1) A4判 14ページ 

平成28年度施工技術報告会講演概要(H29.2.15) A4判 34ページ 
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2．4 会員の状況 

学会員(平成28年12月31日現在) 

正 会 員 5,246名 ( 前年度  5,213名 ) 

 個  人 5,163名 (  〃  5,147名 ) 

 法  人 83名 (  〃  66名 ) 

学生会員 793名 (  〃  786名 ) 

特別会員 45名 (  〃  43名 ) 

合  計 6,084名 (  〃    6,042名 ) 

 

名誉会員 53名 (  〃  49名 ) 

フェロー 280名 (  〃  286名 ) 

 

賛助会員(平成29年3月31日現在) 

 207団体 ( 前年度   201団体 ) 

 前年度より10団体増、4団体減 
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3．議案3　平成28年度決算

 退          職           掛           金 360,000 360,000 0
 水       道        光        熱       費 180,000 160,093 19,907

 法       定        福        利       費 1,242,000 1,346,778 104,778△ 
 福       利        厚        生       費 46,000 64,550 18,550△ 

 事    業    管     理     費    支    出 15,715,000 15,261,467 453,533
 職          員           給           与 9,000,000 8,166,754 833,246

 創    立    記     念     事    業    費 500,000 121,434 378,566
 ９  ０   周   年   実   行   委   員  会 500,000 121,434 378,566

 土    木    の     日     委    員    会 200,000 79,683 120,317
 土   木   の    日    ポ    ス   タ   ー 1,090,000 1,044,334 45,666

 Ｆ          Ｃ           Ｃ           費 1,100,000 930,876 169,124
 土    木    の     日     事    業    費 1,290,000 1,124,017 165,983

 支       部        だ        よ       り 550,000 510,954 39,046
 支 部  ホ  ー  ム  ペ  ー  ジ  運  営 費 1,500,000 1,653,454 153,454△ 

 広                 報                 費 3,400,000 3,316,809 83,191
 行          事           案           内 250,000 221,525 28,475

 研     究      等      助      成     費 1,000,000 1,004,026 4,026△ 
 共          同           研           究 1,000,000 1,004,026 4,026△ 

 技   術   賞    選    考    委   員   会 1,000,000 535,961 464,039
 土  木   遺   産   選   考   委   員  会 325,000 333,183 8,183△ 

 歴    史    的     地     盤    調    研 500,000 477,113 22,887
 表                 彰                 費 1,325,000 869,144 455,856

 ま    ち    づ     く     り    調    研 800,000 800,838 838△ 
 モ   ニ   タ    リ    ン    グ   調   研 1,000,000 1,000,838 838△ 

 地    方    土     木     講    習    会 500,000 0 500,000
 調       査        研        究       費 2,300,000 2,278,789 21,211

 現  場   教   育   プ   ロ   グ   ラ  ム 550,000 207,044 342,956
 メンテ ナ ン ス エ キ ス パ ー ト 講習会 700,000 1,029,786 329,786△ 

 社  会   基   盤   見   学   ツ   ア  ー 160,000 175,169 15,169△ 
 支          部           Ｔ           Ｆ 700,000 38,679 661,321

 橋    梁    長     寿     講    習    会 80,000 99,109 19,109△ 
 ブ    ラ    ン     チ     活    動    費 300,000 354,734 54,734△ 

 ビ     デ      オ      上      映     会 0 518 518△ 
 小    中    高     生     見    学    会 635,000 392,854 242,146

 小  中  学  生  対   象   実  験  教  室 280,000 235,775 44,225
 教  員  免  許  状   更   新  講  習  会 170,000 169,304 696

 キ     ャ      リ      ア      支     援 300,000 203,765 96,235
 土          木           実           験 535,000 681,231 146,231△ 

 コ ン ク リ ー ト  カ  ヌ ー 競 技 大 会 300,000 264,794 35,206
 一    般    市     民     見    学    会 670,000 687,833 17,833△ 

 施    工    技     術     報    告    会 10,000 432 9,568
 高    専    学     生     講    演    会 100,000 86,426 13,574

 コ ン  ク  リ  ー  ト  構  造  研  修 会 600,000 621,281 21,281△ 
 学       術        講        演       会 2,000,000 1,722,458 277,542

 事       業        費        支       出 34,120,000 30,946,878 3,173,122
 行                 事                 費 8,590,000 6,971,192 1,618,808

 ２．事業活動支出

 他   会   計    繰    入    金   収   入 18,300,000 18,268,000 32,000
 事業活動収入計 46,231,000 46,899,660 668,660△ 

 受          取           利           息 3,000 5,617 2,617△ 
 雑                 収                 入 500,000 484,480 15,520

 寄       付        金        収       入 1,500,000 2,204,000 704,000△ 
 雑                 収                 入 503,000 490,097 12,903

 橋    梁    長     寿     講    習    会 80,000 107,000 27,000△ 
 メンテ ナ ン ス エ キ ス パ ー ト 講習会 700,000 675,000 25,000

 学       術        講        演       会 1,300,000 1,092,500 207,500
 施    工    技     術     報    告    会 10,000 74,949 64,949△ 

 行          事           収           入 3,390,000 3,245,449 144,551
 コ ン  ク  リ  ー  ト  構  造  研  修 会 1,300,000 1,296,000 4,000

 賛    助    会     費     ・    法    人 22,480,000 22,640,000 160,000△ 
 事          業           収           入 3,390,000 3,245,449 144,551

 特   定   資    産    運    用   収   入 58,000 52,114 5,886
 会          費           収           入 22,480,000 22,640,000 160,000△ 

Ⅰ　事業活動収支の部
 １．事業活動収入

収支計算書
平成28年 4月 1日から平成29年 3月31日まで

（単位:円）
科        目 予算額 決算額 差  異
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収支計算書
平成28年 4月 1日から平成29年 3月31日まで

（単位:円）
科        目 予算額 決算額 差  異

 次期繰越収支差額 47,358,935 46,766,175 592,760

 当期収支差額 707,000△ 1,299,760△ 592,760
 前期繰越収支差額 48,065,935 48,065,935 0

 財務活動支出計 0 0 0
 財務活動収支差額 0 0 0

 財務活動収入計 0 0 0
 ２．財務活動支出

Ⅲ　財務活動収支の部
 １．財務活動収入

 投資活動支出計 6,113,000 11,955,918 5,842,918△ 
 投資活動収支差額 2,876,000 1,991,002△ 4,867,002

 全   国   大    会    積    立   預   金 1,000,000 1,000,000 0
 地     域      貢      献      資     金 3,000,000 3,733,000 733,000△ 

 什 器 備 品  減  価  償  却  引 当 預 金 110,000 125,369 15,369△ 
 記   念   事    業    積    立   預   金 0 5,120,000 5,120,000△ 

 設  備  減  価  償   却   引  当  預  金 138,000 137,984 16
 機 械 装 置  減  価  償  却  引 当 預 金 113,000 112,787 213

 退   職   給    付    引    当   預   金 861,000 652,075 208,925
 建  物  減  価  償   却   引  当  預  金 891,000 891,103 103△ 

 固   定   資    産    取    得   支   出 0 183,600 183,600△ 
 特   定   資    産    積    立   預   金 6,113,000 11,772,318 5,659,318△ 

 投資活動収入計 8,989,000 9,964,916 975,916△ 
 ２．投資活動支出

 地     域      貢      献      資     金 5,489,000 3,744,916 1,744,084
 支   部   運    営    積    立   預   金 3,000,000 6,100,000 3,100,000△ 

 特   定   資    産    取    崩   収   入 8,989,000 9,964,916 975,916△ 
 記   念   事    業    積    立   預   金 500,000 120,000 380,000

Ⅱ　投資活動収支の部
 １．投資活動収入

 事業活動収支差額 3,583,000△ 691,242 4,274,242△ 

 他   会   計    繰    入    金   支   出 0 0 0
 事業活動支出計 49,814,000 46,208,418 3,605,582

 渉                 外                 費 0 5,704 5,704△ 
 雑                                    費 53,000 53,263 263△ 

 会                 議                 費 966,000 582,762 383,238
 謝       金        ・        賞       金 25,000 0 25,000

 手                 数                 料 324,000 395,533 71,533△ 
 賃                 借                 料 366,000 488,188 122,188△ 

 備     品      消      耗      品     費 610,000 751,189 141,189△ 
 発       送        通        信       費 364,000 336,816 27,184

 臨       時        雇        人       給 467,000 558,433 91,433△ 
 旅       費        交        通       費 348,000 552,998 204,998△ 

 水       道        光        熱       費 180,000 160,094 19,906
 施       設        維        持       費 1,351,000 1,438,482 87,482△ 

 福       利        厚        生       費 44,000 64,550 20,550△ 
 退          職           掛           金 360,000 360,000 0

 職          員           給           与 8,998,000 8,166,751 831,249
 法       定        福        利       費 1,238,000 1,346,777 108,777△ 

 雑                                    費 52,000 53,262 1,262△ 
 管       理        費        支       出 15,694,000 15,261,540 432,460

 謝       金        ・        賞       金 26,000 0 26,000
 渉                 外                 費 0 5,706 5,706△ 

 賃                 借                 料 366,000 488,190 122,190△ 
 会                 議                 費 967,000 582,760 384,240

 発       送        通        信       費 369,000 336,736 32,264
 手                 数                 料 326,000 395,533 69,533△ 

 旅       費        交        通       費 352,000 553,002 201,002△ 
 備     品      消      耗      品     費 610,000 751,189 141,189△ 

 施       設        維        持       費 1,351,000 1,438,482 87,482△  
 臨       時        雇        人       給 468,000 558,432 90,432△ 
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90% 215% 215%

101%

96% 103% 103%

147%

97%

100% 118% 118% 118% 118%

101% 118% 118% 117% 215% 117%

91% 99% 99% 100% 100%

97% 97% 97%

97%

93% 99% 99% 100% 100%

111%

111%

91% 91% 91%

246% 100% 100%

196% 91% 100% 96%

103% 118% 118% 117% 215% 117%

104% 99% 99% 99% 100% 99%

� 999,000 18,076,670

次期繰越収支差額 (J)+(K)
46,766,175 2,672,050 0 2,672,050

16,628,67048,065,935 1,736,502 0 1,736,502 16,628,670 0

22,333,160 � 997,848 21,335,312

47,358,935 2,014,502 0 2,014,502 19,075,670

� 999,000 1,448,000

16,628,670 0 16,628,670

17,349,620

当期収支差額 (J)=（H)-(I)
� 1,299,760 935,548 0 935,548 5,704,490 � 997,848 4,706,642

16,480,000

� 707,000 278,000 0 278,000 2,447,000

2,152 22,056,262

当期支出合計 (I)=(B)+(E)+(G)
58,164,336 3,282,815 0 3,282,815 16,349,620 1,000,000

1,000,000 17,480,000当期収支
合計及び
次期繰越
収支差額

当期収入合計 (H)=(A)+(D)
56,864,576 4,218,363 0 4,218,363

55,927,000 3,300,000 0 3,300,000

前期繰越収支差額 (K)
48,065,935 1,736,502 0 1,736,502

55,220,000 3,578,000 0 3,578,000 18,927,000 1,000 18,928,000

22,054,110

0 0 � 951,000

� 1,863,693

� 1,000,000 � 1,951,000

1,951,000

863,693 1,000,000 1,863,693

投資活動収支差額 (F)=(C)-(D)
� 1,991,002 0 0 0 � 863,693 � 1,000,000

2,876,000 0

投資活動支出計 (E)
11,955,918

6,113,000 0 0 0 951,000 1,000,000

0 0 0

 ２．特定預金支出
積立預金支出

（記念事業、全国大会、
支部運営、地域貢献）

0 0 1,000,000

4,000,000 0 0 0 0 1,000,000 1,000,000

引当預金支出
（退職給付、減価償却）

0 0 0 863,693

0 09,853,000

2,113,000 0 0 0 951,000 0 951,000

863,6931,919,318 0

1,000,000

0 0 0 0 0

0

0 0

8,989,000 0 0 0 0 0 0

0 0 0
投資活動収入計 (D)

9,964,916 0 0 0

0

 ２. 特定預金取崩収入
積立預金取崩

（記念事業、全国大会、
支部運営、地域貢献） 8,989,000

0 0 0 0

0 0

0 0 0

0 0 00 0

9,964,916 0 0

引当預金取崩
（退職給付、減価償却）

0 0

0 0 0 0 0

0

2,152 6,570,335

0 0

投資活動
収支の部

 １．固定資産売却・敷金戻り収入
0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

 １．固定資産取得支出
183,600 0 0 0 0 0

事業活動収支差額  (C)=(A)-(B)
691,242 935,548 0 935,548

0 0

� 3,583,000 278,000 0 278,000 3,398,000 1,000 3,399,000

6,568,183

 ２．管理費
15,261,540 0 0 0 0 0

15,485,927

15,529,000

事業活動支出計 (B)
46,208,418 3,282,815 0 3,282,815 15,485,927 0

 ３．繰入金支出
0 0 0 0

49,814,000 3,300,000 0 3,300,000 15,529,000 0

0 0 0 0 0 0 0

0 0 0

0

015,694,000 0 0 0 0 0

15,715,000 0 0 0 14,139,000 0 14,139,000

0 13,735,319
うち事業管理費

15,261,467 0 0 0 13,735,319

34,120,000 3,300,000 0 3,300,000 15,529,000 0 15,529,000

3,282,815 15,485,927 0 15,485,927

22,056,262

 １．事業費

30,946,878 3,282,815 0

18,928,00046,231,000 3,578,000 0 3,578,000 18,927,000 1,000

事業活動収入計 (A)
46,899,660 4,218,363 0 4,218,363 22,054,110 2,152

18,300,000 3,578,000 0 3,578,000 16,837,000 0 16,837,000

19,899,161 0 19,899,161

2,000

0

0 0 2,000 0

503,000 0 0

1,500,000 0 0 0 0 0 0

0 0 0

 ２．会費収入

0 0

3,390,000 0 0 0 2,090,000 0 2,090,000

0 0

 ３．事業収入
3,245,449 0 0 0 2,152,949 0 2,152,949

0 0 0

58,000 0 0 0 0

2,152

22,640,000

 １．特定資産運用収入
52,114 0 0 0 0 2,152

小計

1,000 1,000

 ４．補助金･負担金･寄付金収入
2,204,000 0 0 0

 ６．繰入金収入
18,268,000 4,218,363 0 4,218,363

0 0 0

0 0 0 0

22,480,000 0

 ５．雑収入
490,097 0

収支計算書内訳表
 平成28年 4月 1日から平成29年 3月31日まで

区　分 収　支　科　目 合　計 公1：調査研究事業 公2：講演会等事業

調査研究事業 公益受注事業 小計 行事事業 全国大会事業

事業活動
収支の部
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単位：円、太字は実績、斜字は予算、％は実績/予算

161% 161% 6% 6% 47% 272%

101% 101%

84% 84% 96%

100% 100% 147%

96%

78% 104% 83% 120% 84% 103% 113% 100%
� 25,845,000

78% 131% 106% 120% 90% 6% 102% 101% 108% 100%
� 25,845,000

66% 73% 71% 104% 90% 24% 90% 91%

97% 97% 97%

97%

101% 101% 201%
� 25,845,000

66% 73% 71% 104% 90% 24% 90% 101% 95% 116%
� 25,845,000

68% 68% 24% 24% 65% 203%

68% 68% 24% 24% 65% 203%

90% 90% 91% 91%

124% 124% 246%

124% 124% 90% 4875% 214% 108%

78% 83% 82% 120% 90% 23% 97% 101% 104% 115%
� 25,845,000

66% 88% 85% 104% 90% 1048% 164% 101% 104% 115%
� 25,845,000

1,104,296 � 368,231 7,394,207 39,964,728736,065 2,219,280 2,498,754 106,089 4,824,123 � 18,257,153

39,964,7282,706,231 2,494,761 � 5,048,105 152,887 � 18,257,153 6,801,447898,351

8,101,207 39,964,728992,296 2,631,769 3,624,065 1,676,280 2,621,754

1,239,988 � 341,637

71,089 4,369,123 � 18,257,153

� 2,973,406 � 2,725,714 1,029,951 � 126,993 � 5,119,194 � 4,216,236

455,000 0 � 707,000 0112,000 � 3,000,000 � 2,888,000 543,000 � 123,000 35,000

2,621,754 71,089 4,369,123 � 18,257,153 8,101,207 39,964,728992,296 2,631,769 3,624,065 1,676,280

� 29,400,244869,144 8,953,584 9,822,728 2,385,933 3,677,006

20,114,000

247,692

2,300,000 4,073,000 500,000 6,873,000 22,480,000 61,658,000

0 � 1,299,760 0

1,116,836 5,980,178 7,097,014

22,480,000 60,951,000 20,114,0007,200,000 8,637,000 2,843,000 3,950,000 535,000 7,328,000

5,241,434 11,304,373 22,640,000 64,399,536 23,165,044

1,325,000 10,200,000 11,525,000

23,165,044 � 29,400,244

1,437,000

3,415,884 3,550,013 122,240 7,088,137 22,640,000 63,099,776

0 11,916 11,916 0 � 95,965

� 107,000 500,000 393,000 0 931,000 1,945,0000 2,489,000 2,489,000 0

0

00 3,733,000 3,733,000

0 5,058,000 1,055,0003,000,000 3,000,000 0 107,000 0 107,000

� 5,000,000 � 5,095,965 0 � 6,947,742 4,956,740

1,143,26095,965 5,120,000 5,215,965 0 10,812,658

0 0 0 4,000,000 00 00 3,000,000 3,000,000

0 107,000

0 959,660

0

0 95,965 0 95,965 0 959,6580 0

1,058,000 1,055,0000 107,000 0

5,120,000 0 9,853,000 00 0 5,120,0000 3,733,000 3,733,000

0

0 183,6000 0 0 0 0

0 0 0 0 0 00 0 0 0

0

0 0 120,000 120,000 0 3,864,9160 3,744,916 3,744,916

0 5,989,000 3,000,000

5,989,000 3,000,0000 5,489,000 5,489,000 0 0

6,100,000

5,489,000 5,489,000 0 0 500,000 500,000

0 0

3,864,916 6,100,000

0

0 0

0 0

0 0 0 0 0 00 0

0

0 0 120,000 120,000 0

0

0 00 0 0 0 0

0 0 0 0

500,000 500,000 0

0 0 0

0 0 0 0

247,692 � 2,985,322 � 2,737,630

� 1,638,000 � 1,945,000543,000

0 0 0

0 0

� 16,000 � 465,000 62,000 0

0 0 0

� 5,377,000

0 3,744,916 3,744,916

0

� 4,956,740

112,000 � 5,489,000

1,029,951 � 31,028 � 119,194 879,729 0 5,647,982

56,600,000 19,059,0002,300,000 3,966,000

6,760,244

� 29,400,244869,144 5,220,584 6,089,728 2,385,933 3,581,041

22,480,000 22,480,000 3,365,0000 0 0 0

121,434 6,088,408 22,640,000 53,586,878 22,021,784

0 0

500,000 6,766,000 22,480,0001,325,000 7,200,000 8,525,000

� 29,400,244

0

0 0 0 0 22,640,000 22,640,0000 0 0

0 0 0

0 0 0 15,261,5400 0 0 0 0 0

0 0 0 0 15,694,0000 0

0 0

1,526,148 0 1,526,148 0 15,261,467 00 0 0 0

15,715,000 0

1,325,000 7,200,000 8,525,000 2,300,000 3,966,000 500,000

0 1,576,000 0 1,576,000 00

6,089,728 2,385,933 3,581,041 121,434 6,088,408 0869,144 5,220,584

6,766,000 0 34,120,000 0

17,065,044 � 29,400,2441,116,836 2,235,262 3,352,098 3,415,884 3,550,013

35,000 6,828,000 22,480,000 54,962,000 17,114,0002,843,000 3,950,0001,437,000 1,711,000 3,148,000

30,946,878 0

400,000 1,837,000 2,843,000 2,450,000 0 5,293,000

2,240 6,968,137 22,640,000 59,234,860

16,554,000 � 29,400,244

1,437,000

3,415,884 2,050,000 0 5,465,884 0 31,114,2441,116,836 414,000 1,530,836

0 27,545,000 16,600,000

0 7,000 7,000 0 13

0 0 0 0 503,0000 0 0 0 0

0 0 0 1,500,000 0 1,500,000

0 13 0 9,013 481,084

0

0

0 1,500,000 0 1,500,000 0 2,204,0000 704,000 704,000

0 1,500,000 0

0 0

0 3,245,449 01,092,500 1,092,500 0 0 0 0

0 0 0 3,390,000 00 1,300,000 1,300,000 0 0

0 0 0 22,640,000 22,640,000 00 0 0 0

0

0

0 0 0 0 22,480,000 22,480,0000 0

広報啓発事業 土木の日事業

2,240 2,240 0 22,154 29,9600 17,762 17,762 0 0

35,000 35,000 0 47,000 11,0000

表彰事業 地域貢献事業 小計

0 11,000 11,000

公益目的事業

法人会計 内部取引消去公3：表彰・助成事業 公5：広報・啓発事業 公益目的事業
共通

公益目的事業
合計創立記念事業 小計
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 負債及び正味財産合計 199,472,262 200,222,580 750,318△ 
 正味財産合計 181,779,373 183,348,193 1,568,820△ 

 指定正味財産合計 704,000 0 704,000
 ２．一般正味財産 181,075,373 183,348,193 2,272,820△ 

Ⅲ　正味財産の部
 １．指定正味財産

 固定負債合計 15,348,298 14,696,223 652,075
 負債合計 17,692,889 16,874,387 818,502

 ２．固定負債
 退    職    給     付     引    当    金 15,348,298 14,696,223 652,075

 前                 受                 金 716,000 930,510 214,510△ 
 賞       与        引        当       金 1,358,991 1,018,247 340,744
 流動負債合計 2,344,591 2,178,164 166,427

 未                 払                 金 202,464 147,310 55,154
 預                 り                 金 65,336 82,097 16,761△ 
 仮                 受                 金 1,800 0 1,800

Ⅱ　負債の部
 １．流動負債

 固定資産合計 151,720,487 150,996,728 723,759
 資産合計 199,472,262 200,222,580 750,318△ 

 什 器  備  品  減  価  償  却  累  計 額 824,611△ 699,242△ 125,369△ 
 その他固定資産合計 23,889,123 24,972,766 1,083,643△ 

 建  物   減   価   償   却   累   計  額 23,113,172△ 22,222,069△ 891,103△ 
 建 物 附 属 設 備  減  価 償 却 累 計 額 425,729△ 287,745△ 137,984△ 
 機 械  装  置  減  価  償  却  累  計 額 319,554△ 206,767△ 112,787△ 

 建     物      附      属      設     備 2,059,470 2,059,470 0
 機          械           装           置 788,724 788,724 0
 什          器           備           品 1,137,692 954,092 183,600

 (3) その他固定資産
 建                                    物 44,586,303 44,586,303 0

 地     域      貢      献      資     金 35,500,000 35,511,916 11,916△ 
 支   部   運    営    積    立   預   金 31,300,000 37,400,000 6,100,000△ 
 特定資産合計 127,831,364 126,023,962 1,807,402

 什 器 備 品  減  価  償  却  引 当 預 金 824,611 699,242 125,369
 創  立  記  念  事   業   積  立  預  金 13,000,000 8,000,000 5,000,000
 全   国   大    会    積    立   預   金 8,000,000 7,000,000 1,000,000

 建  物  減  価  償   却   引  当  預  金 23,113,172 22,222,069 891,103
 建物 附 属 設 備 減 価 償 却 引 当 預 金 425,729 287,745 137,984
 機 械 装 置  減  価  償  却  引 当 預 金 319,554 206,767 112,787

 (2) 特定資産
 退   職   給    付    引    当   預   金 15,348,298 14,696,223 652,075

 棚          卸           図           書 0 0 0

 ２．固定資産
49,225,852 1,474,077△  流動資産合計 47,751,775

 前                 払                 金 906,021 457,139 448,882
 前          払           費           用 31,186 11,800 19,386
 貯                 蔵                 品 165,240 0 165,240

 現                                    金 213,760 130,800 82,960

 郵          便           振           替 1,186,869 2,144,977 958,108△ 
11,099,850 3,600,150

 未          収           入           金 700 0 700

 普          通           預           金 30,547,999 35,381,286 4,833,287△ 
 定          期           預           金 14,700,000

貸借対照表
平成29年 3月31日現在

（単位:円）
科        目

 １．流動資産

当年度 前年度 増  減
Ⅰ　資産の部

 現金預金 46,648,628 48,756,913 2,108,285△ 
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正味財産増減計算書
平成28年 4月 1日から平成29年 3月31日まで

（単位:円）
科        目 当年度 前年度 増  減

Ⅰ　一般正味財産増減の部
 １．経常増減の部

 受          取           会           費 22,640,000 22,480,000 160,000
 賛    助    会     費     ・    法    人 22,640,000 22,480,000 160,000

 (1) 経常収益
 特    定    資     産     運    用    益 52,114 36,734 15,380

 コ ン  ク  リ  ー  ト  構  造  研  修 会 1,296,000 1,507,000 211,000△ 
 学       術        講        演       会 1,092,500 1,184,500 92,000△ 

 事          業           収           益 3,245,449 3,700,940 455,491△ 
 行          事           収           益 3,245,449 3,700,940 455,491△ 

 水辺空間を活かした都市大阪の再生に関する 0 190,200 190,200△ 
 ＦＣＭに着目した橋 梁 の維持管理に関する 0 86,500 86,500△ 

 施    工    技     術     報    告    会 74,949 62,740 12,209
 橋    梁    長     寿     講    習    会 107,000 0 107,000

 雑                 収                 益 490,097 515,910 25,813△ 
 受          取           利           息 5,617 9,910 4,293△ 

 メンテ ナ ン ス エ キ ス パ ー ト 講習会 675,000 670,000 5,000
 受       取        寄        付       金 1,500,000 1,500,000 0

 (2) 経常費用

 雑                 収                 益 484,480 506,000 21,520△ 
 他   会   計    か    ら    繰   入   額 18,268,000 25,593,380 7,325,380△ 

 事                 業                 費 32,076,909 32,022,392 54,517
 職          員           給           与 7,657,631 7,765,535 107,904△ 

 経常収益計 46,195,660 53,826,964 7,631,304△ 

 事       業        管        理       費 1,346,778 1,232,224 114,554
 福       利        厚        生       費 64,550 40,000 24,550

 事       業        管        理       費 7,657,631 7,765,535 107,904△ 
 法       定        福        利       費 1,346,778 1,232,224 114,554

 事       業        管        理       費 360,000 260,004 99,996
 退       職        給        付       費 326,038 1,281,819 955,781△ 

 事       業        管        理       費 64,550 40,000 24,550
 退          職           掛           金 360,000 260,004 99,996

 事       業        管        理       費 160,093 174,344 14,251△ 
 施       設        維        持       費 1,438,482 1,498,782 60,300△ 

 事       業        管        理       費 326,038 1,281,819 955,781△ 
 水       道        光        熱       費 160,093 174,344 14,251△ 

 行                 事                 費 442,912 400,714 42,198
 調       査        研        究       費 0 9,000 9,000△ 

 事       業        管        理       費 1,438,482 1,498,782 60,300△ 
 臨       時        雇        人       給 1,267,973 1,244,519 23,454

 土    木    の     日     事    業    費 150,750 126,252 24,498
 事       業        管        理       費 558,432 665,660 107,228△ 

 表                 彰                 費 74,186 17,254 56,932
 広                 報                 費 41,693 25,639 16,054

 調       査        研        究       費 1,037,293 148,440 888,853
 表                 彰                 費 277,953 193,180 84,773

 旅       費        交        通       費 3,040,750 1,555,319 1,485,431
 行                 事                 費 909,420 737,055 172,365

 創    立    記     念     事    業    費 46,840 0 46,840
 事       業        管        理       費 553,002 322,144 230,858

 広                 報                 費 144,482 78,460 66,022
 土    木    の     日     事    業    費 71,760 76,040 4,280△ 

 調       査        研        究       費 10,686 74,844 64,158△ 
 表                 彰                 費 0 165 165△ 

 備     品      消      耗      品     費 997,109 1,321,942 324,833△ 
 行                 事                 費 218,828 253,222 34,394△ 

 事       業        管        理       費 751,189 913,153 161,964△ 
 発     送      ・      通      信     費 1,096,745 1,234,154 137,409△ 

 広                 報                 費 8,607 75,743 67,136△ 
 土    木    の     日     事    業    費 7,799 4,815 2,984

 表                 彰                 費 28,123 9,723 18,400
 研     究      等      助      成     費 246 0 246

 行                 事                 費 160,401 161,209 808△ 
 調       査        研        究       費 410 7,844 7,434△ 

 広                 報                 費 476,781 446,241 30,540
 土    木    の     日     事    業    費 91,342 89,914 1,428
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正味財産増減計算書
平成28年 4月 1日から平成29年 3月31日まで

（単位:円）
科        目 当年度 前年度 増  減

 創    立    記     念     事    業    費 2,706 0 2,706
 事       業        管        理       費 336,736 519,223 182,487△ 

 調       査        研        究       費 28,404 1,296 27,108
 表                 彰                 費 1,620 1,188 432

 手                 数                 料 454,627 638,863 184,236△ 
 行                 事                 費 19,674 60,393 40,719△ 

 土    木    の     日     事    業    費 324 648 324△ 
 事       業        管        理       費 395,533 565,510 169,977△ 

 研     究      等      助      成     費 3,780 3,348 432
 広                 報                 費 5,292 6,480 1,188△ 

 調       査        研        究       費 46,554 118,260 71,706△ 
 広                 報                 費 33,362 0 33,362

 賃                 借                 料 1,511,031 969,584 541,447
 行                 事                 費 942,925 484,520 458,405

 行                 事                 費 1,183,142 997,172 185,970
 調       査        研        究       費 109,219 76,912 32,307

 事       業        管        理       費 488,190 366,804 121,386
 会                 議                 費 2,174,533 1,843,580 330,953

 土    木    の     日     事    業    費 16,808 7,296 9,512
 創    立    記     念     事    業    費 71,888 0 71,888

 表                 彰                 費 113,796 49,060 64,736
 広                 報                 費 96,920 94,614 2,306

 広                 報                 費 126,144 0 126,144
 土    木    の     日     事    業    費 692,388 691,416 972

 事       業        管        理       費 582,760 618,526 35,766△ 
 広       報        宣        伝       費 818,532 691,416 127,116

 報    告    書     等     製    作    費 0 120,744 120,744△ 
 行                 事                 費 0 116,640 116,640△ 

 刊     行      物      製      作     費 456,062 461,916 5,854△ 
 広                 報                 費 456,062 461,916 5,854△ 

 行                 事                 費 1,886,740 1,811,524 75,216
 調       査        研        究       費 134,239 52,856 81,383

 調       査        研        究       費 0 4,104 4,104△ 
 謝       金        ・        賞       金 2,664,435 2,257,470 406,965

 土    木    の     日     事    業    費 92,846 131,185 38,339△ 
 事       業        管        理       費 0 17,540 17,540△ 

 表                 彰                 費 41,474 73,504 32,030△ 
 広                 報                 費 509,136 170,861 338,275

 研     究      等      助      成     費 1,000,000 1,000,000 0
 シ   ス   テ    ム    等    使   用   料 45,250 27,756 17,494

 研       究        助        成       費 1,250,000 1,250,000 0
 行                 事                 費 250,000 250,000 0

 土    木    の     日     事    業    費 0 1,512 1,512△ 
 委       託        業        務       費 3,176,864 2,163,348 1,013,516

 調       査        研        究       費 24,320 0 24,320
 広                 報                 費 20,930 26,244 5,314△ 

 広                 報                 費 1,397,400 1,281,528 115,872
 事       業        諸        経       費 397,342 797,575 400,233△ 

 行                 事                 費 896,940 881,820 15,120
 調       査        研        究       費 882,524 0 882,524

 表                 彰                 費 331,992 528,444 196,452△ 
 広                 報                 費 0 203,231 203,231△ 

 行                 事                 費 60,210 65,900 5,690△ 
 調       査        研        究       費 5,140 0 5,140

 渉                 外                 費 5,706 1,620 4,086
 事       業        管        理       費 5,706 1,620 4,086

 減       価        償        却       費 633,620 2,570,189 1,936,569△ 
 事       業        管        理       費 633,620 2,570,189 1,936,569△ 

 雑                 損                 失 0 40,000 40,000△ 
 事       業        管        理       費 0 40,000 40,000△ 

 雑                                    費 53,262 63,762 10,500△ 
 事       業        管        理       費 53,262 63,762 10,500△ 

 期       末        棚        卸       高 52,668△ 52,842△ 174
 期       首        棚        卸       高 0 6,804 6,804△ 

 賞   与   引    当    金    繰   入   額 679,496 509,123 170,373
 事       業        管        理       費 679,496 509,123 170,373
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正味財産増減計算書
平成28年 4月 1日から平成29年 3月31日まで

（単位:円）
科        目 当年度 前年度 増  減

 管     ・      職      員      給     与 7,657,627 7,765,530 107,903△ 
 管                 理                 費 7,657,627 7,765,530 107,903△ 

 棚    卸    図     書     廃    棄    損 52,668 52,842 174△  
 管                 理                 費 16,391,571 19,385,955 2,994,384△ 

 管    ・    福     利     厚    生    費 64,550 40,000 24,550
 管                 理                 費 64,550 40,000 24,550

 管    ・    法     定     福    利    費 1,346,777 1,232,225 114,552
 管                 理                 費 1,346,777 1,232,225 114,552

 管    ・    退     職     給    付    費 326,037 1,281,819 955,782△ 
 管                 理                 費 326,037 1,281,819 955,782△ 

 管     ・      退      職      掛     金 360,000 260,004 99,996
 管                 理                 費 360,000 260,004 99,996

 管    ・    施     設     維    持    費 1,438,482 1,498,784 60,302△ 
 管                 理                 費 1,438,482 1,498,784 60,302△ 

 管    ・    水     道     光    熱    費 160,094 174,343 14,249△ 
 管                 理                 費 160,094 174,343 14,249△ 

 管    ・    旅     費     交    通    費 552,998 322,142 230,856
 管                 理                 費 552,998 322,142 230,856

 管    ・    臨     時     雇    人    給 558,433 665,660 107,227△ 
 管                 理                 費 558,433 665,660 107,227△ 

 管    ・    発     送     通    信    費 336,816 519,222 182,406△ 
 管                 理                 費 336,816 519,222 182,406△ 

 管    ・    備     品     消    耗    品 751,189 913,155 161,966△ 
 管                 理                 費 751,189 913,155 161,966△ 

 管       ・        賃        借       料 488,188 366,804 121,384
 管                 理                 費 488,188 366,804 121,384

 管       ・        手        数       料 395,533 565,511 169,978△ 
 管                 理                 費 395,533 565,511 169,978△ 

 管     ・      謝      金      賞     金 0 17,541 17,541△ 
 管                 理                 費 0 17,541 17,541△ 

 管       ・        会        議       費 582,762 618,524 35,762△ 
 管                 理                 費 582,762 618,524 35,762△ 

 管       ・        渉        外       費 5,704 1,620 4,084
 管                 理                 費 5,704 1,620 4,084

 官    ・    減     価     償    却    費 633,623 2,570,188 1,936,565△ 
 管                 理                 費 633,623 2,570,188 1,936,565△ 

 管   ・   賞    与    引    当   繰   入 679,495 509,124 170,371
 管                 理                 費 679,495 509,124 170,371

 管          ・           雑           費 53,263 63,759 10,496△ 
 管                 理                 費 53,263 63,759 10,496△ 

 経常費用計 48,468,480 51,408,347 2,939,867△ 
 評価損益等調整前当期経常増減額 2,272,820△ 2,418,617 4,691,437△ 
 評価損益等計 0 0 0
 当期経常増減額 2,272,820△ 2,418,617 4,691,437△ 
 ２．経常外増減の部
 (1) 経常外収益
 経常外収益計 0 0 0
 (2) 経常外費用

 当期経常外増減額 0 1△ 1

 什    器    備     品     除    却    損 0 1 1△ 
 経常外費用計 0 1 1△ 

 一般正味財産期首残高 183,348,193 180,929,577 2,418,616

 他   会   計    へ    の    繰   出   額 0 0 0
 当期一般正味財産増減額 2,272,820△ 2,418,616 4,691,436△ 

 一般正味財産期末残高 181,075,373 183,348,193 2,272,820△ 
Ⅱ　指定正味財産増減の部

 指定正味財産期首残高 0 0 0

 受       取        寄        付       金 704,000 0 704,000
 当期指定正味財産増減額 704,000 0 704,000

 指定正味財産期末残高 704,000 0 704,000
Ⅲ　正味財産期末残高 181,779,373 183,348,193 1,568,820△ 
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 １．重要な会計方針

(1) 棚卸資産の評価基準及び評価方法

最終仕入原価法を採用している。

(2) 固定資産の減価償却の方法

有形固定資産（リース資産を除く）

・ 定額法による減価償却を実施している。

・

(3) 引当金の計上基準

賞与引当金

 職員に対する賞与の支給に備えるため、支給見込額のうち当期に帰属する額を計上している。

退職給付引当金

(4) 消費税等の会計処理

消費税の会計処理は、税込方式によっている。

 ２．基本財産および特定資産の増減額およびその残高

基本財産および特定資産の増減およびその残高は、次のとおりである。 （単位：円）

前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

 基本財産

該当ありません

0 0 0 0

 特定資産

退職給付引当預金 14,696,223 652,075 0 15,348,298

建物減価償却引当預金 22,222,069 891,103 0 23,113,172

建物附属設備減価償却引当預金 287,745 137,984 0 425,729

機械装置減価償却引当預金 206,767 112,787 0 319,554

什器備品減価償却引当預金 699,242 125,369 0 824,611

記念事業準備積立預金 8,000,000 5,120,000 120,000 13,000,000

全国大会積立預金 7,000,000 1,000,000 0 8,000,000

地域貢献資金(基本原資) 27,000,000 0 0 27,000,000

地域貢献資金（取崩型資金） 8,511,916 3,733,000 3,744,916 8,500,000

支部運営積立預金 37,400,000 0 6,100,000 31,300,000

126,023,962 11,772,318 9,964,916 127,831,364

126,023,962 11,772,318 9,964,916 127,831,364

 ３．基本財産および特定資産の財源等の内訳

基本財産および特定資産の財源の内訳は、次のとおりである。 （単位：円）

当期末残高
うち指定正味財産

からの充当額
うち一般正味財産

からの充当額
うち負債に
対応する額

 基本財産

該当ありません

0 0 0 0

特定資産

退職給付引当預金 15,348,298 0 0 15,348,298

建物減価償却引当預金 23,113,172 0 23,113,172

建物附属設備減価償却引当預金 425,729 0 425,729

機械装置減価償却引当預金 319,554 0 319,554

什器備品減価償却引当預金 824,611 0 824,611

記念事業準備積立預金 13,000,000 0 13,000,000

全国大会積立預金 8,000,000 0 8,000,000

地域貢献資金(基本原資) 27,000,000 0 27,000,000

地域貢献資金（取崩型資金） 8,500,000 0 8,500,000

支部運営積立預金 31,300,000 0 31,300,000

127,831,364 0 112,483,066 15,348,298

127,831,364 0 112,483,066 15,348,298

財務諸表に対する注記

小    計

小    計

合　　　計

科    目

科    目

法人税法の改正により、平成19年3月31日以前に取得した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価
償却の方法の適用により取得価額の5％に到達した事業年度の翌事業年度より、取得価額の5％相当額と備忘価額と
の差額を5年間にわたり均等償却している。

職員の退職給付に備えるため、当期末における退職給付債務に基づき、当期末において発生していると認められる
額を計上している。 なお、退職給付債務は期末要支給額に基づいて計算している。

小    計

小    計

合　　　計
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 ４．担保に供している資産

 該当ありません。

 ５．ソフトウエアの取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

該当ありません。

 ６．満期保有目的の債券の内訳ならびに帳簿価額、時価および評価損益

該当ありません。

 ７．保証債務

該当ありません。

 ８．補助金等の内訳ならびに交付者、当期の増減額及び残高

該当ありません。

 ９．指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳

該当ありません。

１０．関連当事者との取引の内容

 該当ありません。

１１．重要な後発事象

 該当ありません。

１２．その他

<退職給付関係>

①採用している退職給付制度の概要

退職給付の制度として退職一時金制度を採用している。

②退職給付債務およびその内訳 （単位：円）

退職給付債務 15,348,298

退職給付引当金 15,348,298

③退職給付費用に関する事項 （単位：円）

勤務費用 652,075

退職給付費用 652,075

④退職給付債務等の計算に関する事項

退職給付債務の計算にあたっては、退職一時金制度に基づく自己都合支給額を基礎に計算している。
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 1.基本財産および特定資産の明細

基本財産及び特定資産について、財務諸表に対する注記2に記載しているので、内容を省略する。

 ２．引当金の明細

（単位：円）

科    目 期首残高 当期増加額 当期末残高

目的使用 その他

賞与引当金 1,018,247 1,358,991 1,018,247                    - 1,358,991

退職給付引当金 14,696,223 652,075 0                    - 15,348,298

 ３．減価償却費の内訳

（単位：円）

取得価額 減価償却累計額 当期末残高

32,796,303 14,313,116 18,483,187

11,790,000 8,800,056 2,989,944

44,586,303 23,113,172 21,473,131

559,350 249,840 309,510

1,500,120 175,889 1,324,231

2,059,470 425,729 1,633,741

788,724 319,554 469,170

788,724 319,554 469,170

什器備品

278,000 277,999 1

120,715 120,714 1

110,325 110,324 1

115,500 115,499 1

188,622 110,248 78,374

 パソコン 140,930 74,527 66,403

183,600 15,300 168,300

1,137,692 824,611 313,081

48,572,189 24,683,066 23,889,123

小    計

 プロジェクター（EPSON　EB-536WT）

 テレビ（三菱電機㈱　LCD-40MXW300）

 ビデオカメラ（ソニー　HDR-CX5505　B）

 耐火金庫（㈱ライオン事務器　ＬSG-90S）

 紙折り機（㈱ライオン事務器　LF-80N）

当期減少額

種類

 丁合機（㈱ライオン事務器 LC-5800）

 プロジェクター（EPSON　EMP-765）

小    計

小    計

附　属　明　細　書

合    計

 建     物（鉄筋コンクリート）

 船場センタービル4号館408号

建物附属設備（鉄筋コンクリート）

 船場センタービル4号館409号

 船場センタービル4号館409号

小    計

機械装置

 船場センタービル4号館408・409号
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（単位:円）

213,760

1,186,869

14,700,000
14,700,000

15,348,298

0
165,240
31,186

47,751,775

2,262,419

27,738,896
30,547,999

1,137,692
788,724

2,059,470
44,586,303

319,554

8,000,000
8,000,000

5,300,000
31,300,000

13,000,000

35,500,000

824,611
824,611

319,554

26,000,000

15,348,298

425,729
425,729

 

郵便振替

906,021
700

23,113,172
23,113,172

 
 
 

 定期預金

前払費用

199,472,262
151,720,487

425,729△ 
23,113,172△ 

319,554△ 
824,611△ 

546,684

未収入金
前払金

 三菱東京UFJ銀行 船場支店他、全3口

財産目録
平成29年 3月31日現在

貸借対照表科目 場所・物量等 金        額

 現金 手元保管
 預金 普通預金
 

 (流動資産)

  三菱東京UFJ銀行 船場支店

 

 退職給付引当預金

 貯蔵品
 棚卸図書

 (固定資産)
 特定資産

 流動資産合計

  三菱東京UFJ銀行 船場支店

 建物減価償却引当預金
  三菱東京UFJ銀行 船場支店

 建物附属設備減価償却引当預金
  三菱東京UFJ銀行 船場支店

 機械装置減価償却引当預金
  三菱東京UFJ銀行 船場支店

 什器備品減価償却引当預金
  三菱東京UFJ銀行 船場支店

 創立記念事業積立預金
 三菱東京UFJ銀行 船場支店 13,000,000 

 全国大会積立預金

8,500,000 

  三菱東京UFJ銀行 船場支店

27,000,000  三菱東京UFJ銀行 船場支店、全2口
 地域貢献資金

 支部運営積立預金
  三菱東京UFJ銀行 船場支店他、全2口

 建物
 

 建物減価償却累計額

 機械装置
建物附属設備

 その他固定資産

 資産合計

 機械装置減価償却累計額
 什器備品減価償却累計額
 固定資産合計

 建物附属設備減価償却累計額

 什器備品
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（単位:円）

財産目録
平成29年 3月31日現在

貸借対照表科目 場所・物量等 金        額

2,344,591
679,495

679,496
1,358,991

716,000
1,800
1,800
65,336
65,336

202,464

181,779,373
17,692,889
15,348,298
15,348,298

  雇用保険料

 未払金
 (流動負債)

 預り金

 固定負債合計
 負債合計

 流動負債合計
 (固定負債)

  未清算金
 前受金

  事業管理費分
賞与引当金

 退職給付引当金

 正味財産

  管理費分

 

 仮受金
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平成 29 年 4 月 20 日 

 

 

 

監 査 報 告 書 
 

 

公益社団法人 土木学会関西支部 

支部長  建山 和由 殿 

 

 

 

公益社団法人 土木学会関西支部 

監査役  奥野 正富 

監査役  吉村 文章 

 

 

平成 28 年 4 月 1 日から平成 29 年 3 月 31 日までの平成 28 年度における会計及び業

務の監査を行い、適正に執行されていたことを認めます。 

 

以上 
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4．報告 平成29年度事業計画および予算(H29.4.1～H30.3.31) 

 

4．1 総会・役員会 

総 会 

第90回支部総会(H29.5.11) 

役員会 

商議員会 3回 

幹事会 

全体幹事会 4回 

主査幹事会 随時 

担当幹事会 随時 

特定事業幹事会 随時 

運営に関する会議 

役員候補者等選定WG打合せ会 1回 

支部に関する懇談会 1回 

支部中期運営グループ会議 1回 

役員・委員対象見学会 

場所:黒部川第4発電所（H29.8.18） 

 

4．2 委員会・行事等 

4．2．1 委員会・グループ 

関西支部技術賞選考委員会 

選考委員会 4回 

技術賞候補発表会 1回 

土木学会選奨土木遺産支部推薦委員会 

推薦委員会 5回 

「安全な国土への再設計」支部連合プラットフォーム 

災害協定関西地区連絡会議 1回 

災害協定における支援事業(講師派遣)  随時 

地域の災害脆弱性と防災意識の啓発(講師派遣)  随時 

調査研究委員会 

平成28～29年度調査研究委員会 3件 

平成29～30年度調査研究委員会 3件 

平成30～31年度調査研究委員会募集 1回 

共同研究グループ 

平成29年度共同研究グループ(継続1、新規2) 3件 

平成30年度共同研究グループ募集 1回 

 

4．2．2 企画講習会関連行事 

主催・共催行事 

関西支部年次学術講演会(H29.5.27) 

場所:大阪工業大学 大宮キャンパス 一般講演:238題 

共催:大阪工業大学 

学生のためのキャリア支援 

場所:大阪工業大学 研修センター(年次学術講演会)(H29.5.27) 

場所:マイドームおおさか(建設技術展2017近畿)(H29.10.26) 

中小規模自治体における社会基盤構造物の維持管理に関する共同研究グループ ワークショップ

(H29.5.27) 

場所:大阪工業大学 大宮キャンパス 

老朽化、および更生した下水道管きょの耐震設計法に関する研究 ワークショップ(H29.5.27) 

場所:大阪工業大学 大宮キャンパス 
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都市直下地震における耐震問題に関する研究 ワークショップ(H29.5.27) 

場所:大阪工業大学 大宮キャンパス 

シビル・ベテランズ＆ボランティア(CVV) ワークショップ(H29.5.27) 

場所:大阪工業大学 大宮キャンパス 

鋼橋の維持管理全体の高度化に関する共同研究グループ ワークショップ(H29.7.21) 

場所:建設交流館 

第31回コンクリート構造の設計・施工・維持管理の基本に関する研修会(H29.9.5～9.6) 

場所:大阪科学技術センター 

高専学生対象講演会(未定) 

場所:未定 

平成29年度施工技術報告会(H30.2月予定) 

場所:建設交流館(予定) 

共催:一般社団法人日本建設機械施工協会関西支部、公益社団法人地盤工学会関西支部、 

一般社団法人日本建設業連合会関西支部 

後援行事 

コンクリートカヌー競技大会(H29.8月中旬～下旬予定) 

場所:兵庫県立円山川公苑(予定) 

主催:近畿高校土木会 

 

4．2．3 市民対象行事 

主催行事 

小中高生対象見学会(H29.6.10) 

テーマ:自然を体感し、災害に備える！ 

場所:京都大学防災研究所 宇治川オープンラボラトリー、桂川右岸流域下水道幹線管渠工

事現場(雨水南幹線管渠) 

小中学生対象夏休み土木実験教室(H29.7.29) 

内容:地図と地図記号、強い橋 

場所:土木学会関西支部 

『土木実験・プレゼン大会』～どうして？なぜ？が一目でわかる～(H29.10.25) 

場所:マイドームおおさか(建設技術展2017近畿) 

一般市民対象見学会(H29.9月予定) 

内容:未定 

場所:未定 

「土木の日」関連事業 

「土木の日」関連行事関西地区連絡会 3回 

「土木の日」ポスターの募集(H29.6.1～9.6) 

テーマ:つくってみたい未来の交通 ～道路・鉄道・港・空港～ 

FCC(フォーラム・シビル・コスモス) 

FCCフォーラム(H29.11月予定) 1回 

どぼくカフェ 随時 

 

4．2．4 刊行物・資料 

行事案内 5回 

平成29年度関西支部年次学術講演会講演概要集(CD-ROM)(H29.5) 1回 

支部だより第74号(H29.7) 1回 

平成29年度施工技術報告会講演概要(H30.2) 1回 

平成29年度関西支部講習会テキスト 随時 
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4．2．5 創立90周年記念事業関連行事 

総務財務幹事会担当 

記念式典(H29.12.14) 

場所:建設交流館(予定) 

記念出版 

支部創立90周年記念誌(H30.4月予定) 

土木遺産調査 

学生会員海外研修支援事業 

地域貢献資金寄附金募集事業 

企画講習会幹事会担当 

大規模土木プロジェクト実地研修(H29.8.23～9.1) 

場所:安威川ダム建設事務所など 

ぶら土木(ブランチ活動) 

「関西の土木遺産のある風景」フォトコンテスト(～H29.9.30) 

16th 写真講座 ～まちを歩いて土木を探そう～(H29.4.22) 

場所:大阪周辺 

14th 明石海峡大橋の主塔に登ろう！を体感する一日(H29.5.17) 

場所:明石海峡大橋 

17th なにわ八百八橋めぐり ～中之島に架かる橋を巡る～(H29.6.3) 

場所:中之島周辺 

18th 写真講座 ～みなとの中の土木を探そう～(H29.7.8) 

場所:神戸周辺 

19th i-constructionについて学ぶ(H29.9月予定) 

場所:未定 

20th 建設現場見学会(H29.11月予定) 

場所:未定 

21th 学生向け講演会(H30.3月予定) 

場所:未定 

メンテナンスエキスパート講習会(H29.11.6～11.10) 

場所:土木学会関西支部など 

市民幹事会担当 

教員免許状更新講習 

共催:兵庫教育大学 

テーマ:知っておきたい！上水処理と下水処理の最前線(H29.7.27) 

場所:神戸市東灘処理場 

テーマ:知っておきたい！橋の歴史、種類と役割 ～身近な橋から世界一の吊橋まで～

(H29.8.2) 

場所:橋の科学館、明石海峡大橋 

テーマ:知っておきたい！関西国際空港の歴史と技術 ～世界大交流時代を支える海上空港

の役割～(H29.8.3) 

場所:関西国際空港 

テーマ:知っておきたい！地図の作り方から使い方と最新の活用法(H29.8.4) 

場所:兵庫教育大学 加東キャンパス 

テーマ:知っておきたい！津波・高潮防災の最前線(H29.8.8) 

場所:津波・高潮ステーション 

留学生対象見学会(H29.8.3) 

場所:阪神百貨店建替え工事現場 

インフラツーリズム(旧:社会基盤見学ツアー)(H29.8.9) 

内容:夏休み企画！鉄道工事現場と関空裏側探検ツアー(予定) 

場所:関西国際空港他 

主催:㈱JTB西日本 
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橋梁模型コンテスト学生交流会(H29.10.26) 

場所:マイドームおおさか(建設技術展2017近畿) 
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4．3　予算
平成29年度 収支予算

平成29年 4月 1日から平成30年 3月31日まで

小計 小計

Ⅰ．事業活動収支の部

1．特定資産運用収入 58,000 58,000 0 0 0 0 0 1,000 1,000

2．会費収入 ( 22,560,000 ) ( 22,480,000 ) ( 80,000 ) （ 0 ) （ 0 ) （ 0 ) （ 0 ) （ 0 ) （ 0 )

（1） 個人 0 0 0 0 0 0 0 0 0

（2） 法人 22,560,000 22,480,000 80,000 0 0

3．事業収入 ( 4,060,000 ) ( 3,390,000 ) ( 670,000 ) （ 0 ) （ 0 ) （ 0 ) （ 1,310,000 ) （ 0 ) （ 1,310,000 )

（1） 広告収入 0 0 0 0 0 0

（2） 行事収入 4,060,000 3,390,000 670,000 0 0 1,310,000 1,310,000

（3） 受注研究収入 0 0 0 0 0 0

4．補助金等収入 0 0 0 0 0 0

5．負担金収入 0 0 0 0 0 0

6．寄付金収入 1,450,000 1,500,000 � 50,000 0 0 0

7．雑収入 ( 503,000 ) ( 503,000 ) ( 0 ) （ 0 ) （ 0 ) （ 0 ) （ 0 ) （ 0 ) （ 0 )

（1） 受取利息 3,000 3,000 0 0 0

（2） 雑収入 500,000 500,000 0 0 0

8． 繰入金収入 ( 18,493,000 ) ( 18,300,000 ) ( 193,000 ) （ 4,670,000 ) （ 0 ) （ 4,670,000 ) （ 14,183,000 ) （ 0 ) （ 14,183,000 )

（1） 本部会計繰入金収入 18,493,000 18,300,000 193,000 200,000 200,000 0

（2） 他会計繰入金収入 0 0 0 4,470,000 4,470,000 14,183,000 14,183,000

47,124,000 46,231,000 893,000 4,670,000 0 4,670,000 15,493,000 1,000 15,494,000

1．事業費 ( 41,176,000 ) ( 34,120,000 ) ( 7,056,000 ) ( 4,983,000 ) ( 0 ) ( 4,983,000 ) ( 15,810,000 ) ( 0 ) ( 15,810,000 )

（1） 行事費 5,662,000 8,590,000 � 2,928,000 0 0 0 659,000 0 659,000

（2） 調査研究費 4,183,000 2,300,000 1,883,000 4,183,000 0 4,183,000 0 0 0

（3） 表彰費 1,245,000 1,325,000 � 80,000 0 0 0 0 0 0

（4） 受注研究費 0 0 0 0 0 0 0 0 0

（5） 研究等助成費 800,000 1,000,000 � 200,000 800,000 0 800,000 0 0 0

（6） 委員会費 0 0 0 0 0 0 0 0 0

（7） 広報費 3,093,000 3,400,000 � 307,000 0 0 0 0 0 0

（8） 全国大会事業費 0 0 0 0 0 0 0 0 0

（9） 土木の日事業費 1,220,000 1,290,000 � 70,000 0 0 0 0 0 0

（10） 創立記念事業費 8,135,000 500,000 7,635,000

（11） 事業管理費 ( 16,838,000 ) ( 15,715,000 ) ( 1,123,000 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 15,151,000 ) ( 0 ) ( 15,151,000 )

①給料手当 9,365,000 9,000,000 365,000 0 0 0 8,429,000 0 8,429,000

②臨時雇人給 580,000 468,000 112,000 0 0 0 522,000 0 522,000

③退職掛金 360,000 360,000 0 0 0 0 324,000 0 324,000

④法定福利費 1,550,000 1,242,000 308,000 0 0 0 1,394,000 0 1,394,000

⑤福利厚生費 46,000 46,000 0 0 0 0 41,000 0 41,000

⑥備品消耗品費 572,000 610,000 � 38,000 0 0 0 515,000 0 515,000

⑦発送通信費 368,000 369,000 � 1,000 0 0 0 330,000 0 330,000

⑧水道光熱費 180,000 180,000 0 0 0 0 162,000 0 162,000

⑨賃借料 366,000 366,000 0 0 0 0 329,000 0 329,000

⑩施設維持費 1,351,000 1,351,000 0 0 0 0 1,216,000 0 1,216,000

⑪会議費 916,000 967,000 � 51,000 0 0 0 824,000 0 824,000

⑫謝金・賞金 16,000 26,000 � 10,000 0 0 0 14,000 0 14,000

⑬渉外費 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⑭広報宣伝費 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⑮租税公課 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⑯旅費交通費 510,000 352,000 158,000 0 0 0 459,000 0 459,000

⑰手数料 500,000 326,000 174,000 0 0 0 450,000 0 450,000

⑱事務OA化費 8,000 8,000 0 0 0 7,000 0 7,000

⑲雑費 150,000 52,000 98,000 0 0 0 135,000 0 135,000

2．管理費 ( 16,827,000 ) ( 15,694,000 ) ( 1,133,000 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 0 )

（1） 給料手当 9,365,000 8,998,000 367,000 - - - - - -

 (2)  臨時雇人給 580,000 467,000 113,000 - - - - - -

（3） 退職掛金 360,000 360,000 0 - - - - - -

 (4)  法定福利費 1,549,000 1,238,000 311,000 - - - - - -

（5） 福利厚生費 44,000 44,000 0 - - - - - -

（6） 備品消耗品費 573,000 610,000 � 37,000 - - - - - -

（7） 発送通信費 364,000 364,000 0 - - - - - -

 (8)  水道光熱費 180,000 180,000 0 - - - - - -

 (9)  賃借料 366,000 366,000 0 - - - - - -

(10) 施設維持費 1,351,000 1,351,000 0 - - - - - -

(11) 会議費 914,000 966,000 � 52,000 - - - - -

(12) 謝金・賞金 14,000 25,000 � 11,000

(13) 渉外費 0 0 0 - - - - - -

(14) 広報宣伝費 0 0 0 - - - - - -

(15) 租税公課 0 0 0 - - - - - -

(16) 旅費交通費 510,000 348,000 162,000 - - - - -

(17) 手数料 500,000 324,000 176,000 - - - - - -

(18) 事務ＯＡ化費 7,000 7,000 - - - - - -

(19) 雑費 150,000 53,000 97,000 - - - - - -

(20) 退職金 0 0 0 - - - - - -

3． 繰入金支出 ( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 0 )

（1） 他会計繰入金支出 0 0 0 0 0

58,003,000 49,814,000 8,189,000 4,983,000 0 4,983,000 15,810,000 0 15,810,000

� 10,879,000 � 3,583,000 � 7,296,000 � 313,000 0 � 313,000 � 317,000 1,000 � 316,000

収　支　科　目

行事
事業

事業活動収入計 （A）

H29年度予算

①

H28年度予算

②
【公1】 調査研究事業 【公2】 講演会等事業

増　減
①-②

事業活動支出計    （B）

事業活動収支差額 （C）＝（A）-（B） 

全国大会
事業

調査研究
事業

公益受注
事業
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(単位：円)

小計 小計

0 11,000 11,000 0 0 35,000 35,000 0 47,000 11,000

（ 0 ) （ 0 ) （ 0 ) （ 0 ) （ 0 ) （ 0 ) （ 0 ) （ 22,560,000 ) （ 22,560,000 ) （ 0 )

0 0 0 0 0 0

0 0 22,560,000 22,560,000

（ 0 ) （ 1,300,000 ) （ 1,300,000 ) （ 0 ) （ 0 ) （ 1,450,000 ) （ 1,450,000 ) ( 0 ) （ 4,060,000 ) （ 0 )

0 0 0

1,300,000 1,300,000 1,450,000 1,450,000 4,060,000

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 1,450,000 1,450,000 1,450,000

（ 0 ) （ 0 ) （ 0 ) （ 0 ) （ 0 ) （ 0 ) （ 0 ) （ 0 ) （ 0 ) （ 503,000 )

0 0 0 3,000

0 0 0 500,000

（ 1,117,000 ) （ 0 ) （ 1,117,000 ) （ 2,142,000 ) （ 2,350,000 ) （ 200,000 ) （ 4,692,000 ) （ 0 ) （ 24,662,000 ) （ 16,793,000 ) （ � 22,962,000 )

0 350,000 950,000 200,000 1,500,000 1,700,000 16,793,000

1,117,000 1,117,000 1,792,000 1,400,000 3,192,000 22,962,000 0 � 22,962,000

1,117,000 1,311,000 2,428,000 2,142,000 3,800,000 1,685,000 7,627,000 22,560,000 52,779,000 17,307,000 � 22,962,000

( 1,245,000 ) ( 5,003,000 ) ( 6,248,000 ) ( 1,998,000 ) ( 4,002,000 ) ( 8,135,000 ) ( 14,135,000 ) ( 0 ) ( 41,176,000 ) ( 0 )

0 5,003,000 5,003,000 0 0 0 0 5,662,000 -

0 0 0 0 0 0 0 4,183,000 -

1,245,000 0 1,245,000 0 0 0 0 1,245,000 -

0 0 0 0 0 0 0 0 -

0 0 0 0 0 0 0 800,000 -

0 0 0 0 0 0 0 0 -

0 0 0 1,998,000 1,095,000 0 3,093,000 3,093,000 -

0 0 0 0 0 0 0 0 -

0 0 0 0 1,220,000 0 1,220,000 1,220,000 -

8,135,000 8,135,000 8,135,000

( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 1,687,000 ) ( 0 ) ( 1,687,000 ) ( 0 ) ( 16,838,000 ) ( 0 )

0 0 0 0 936,000 0 936,000 0 9,365,000 -

0 0 0 0 58,000 0 58,000 0 580,000 -

0 0 0 0 36,000 0 36,000 0 360,000 -

0 0 0 0 156,000 0 156,000 0 1,550,000 -

0 0 0 0 5,000 0 5,000 0 46,000 -

0 0 0 0 57,000 0 57,000 0 572,000 -

0 0 0 0 38,000 0 38,000 0 368,000 -

0 0 0 0 18,000 0 18,000 0 180,000 -

0 0 0 0 37,000 0 37,000 0 366,000 -

0 0 0 0 135,000 0 135,000 0 1,351,000 -

0 0 0 0 92,000 0 92,000 0 916,000 -

0 0 0 0 2,000 0 2,000 0 16,000

0 0 0 0 0 0 0 0 0 -

0 0 0 0 0 0 0 0 0 -

0 0 0 0 0 0 0 0 0 -

0 0 0 0 51,000 0 51,000 0 510,000 -

0 0 0 0 50,000 0 50,000 0 500,000 -

0 0 0 0 1,000 0 1,000 0 8,000 -

0 0 0 0 15,000 0 15,000 0 150,000 -

( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 16,827,000 )

- - - - - - - - - 9,365,000

- - - - - - - - - 580,000

- - - - - - - - - 360,000

- - - - - - - - - 1,549,000

- - - - - - - - - 44,000

- - - - - - - - - 573,000

- - - - - - - - - 364,000

- - - - - - - - - 180,000

- - - - - - - - - 366,000

- - - - - - - - - 1,351,000

- - - - - - - - - 914,000

14,000

- - - - - - - - - 0

- - - - - - - - - 0

- - - - - - - - - 0

- - - - - - - - - 510,000

- - - - - - - - - 500,000

- - - - - - - - - 7,000

- - - - - - - - - 150,000

- - - - - - - - - 0

( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 22,560,000 ) ( 22,560,000 ) ( 402,000 ) ( � 22,962,000 )

0 0 22,560,000 22,560,000 402,000 � 22,962,000

1,245,000 5,003,000 6,248,000 1,998,000 4,002,000 8,135,000 14,135,000 22,560,000 63,736,000 17,229,000 � 22,962,000

� 128,000 � 3,692,000 � 3,820,000 144,000 � 202,000 � 6,450,000 � 6,508,000 0 � 10,957,000 78,000 0

地域貢献
事業

公 益目 的 事 業

平 成 29年 度 予 算 事 業 別 内 訳

法人会計
支部内部取引

消去公益目的事業
共通

公益目的事業
合計広報啓発

事業

【公3】 表彰・助成事業 【公5】 広報・啓発事業

土木の日
事業

創立記念
事業

表彰
事業
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平成29年度 収支予算
平成29年 4月 1日から平成30年 3月31日まで

小計 小計

Ⅱ．投資活動収支の部

1．特定預金取崩収入 ( 11,142,000 ) ( 8,989,000 ) ( 2,153,000 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 0 )

 (1) 退職給付引当預金取崩収入 0 0 0 - - - - - -

 (2) 減価償却引当預金取崩収入 0 0 0 - - - - - -

 (3) 支部運営積立預金取崩収入 1,000,000 3,000,000 � 2,000,000 - - - - - -

 (4) 支部記念事業積立預金取崩収入 6,450,000 500,000 5,950,000 - - - - - -

 (5) 支部大会積立預金取崩収入 0 0 0 - - - - 0 0

 (6) 災害対応預金取崩収入 0 0 0 - - - - - -

 (7) 地域貢献資金取崩収入 3,692,000 5,489,000 � 1,797,000 - - - - - -

11,142,000 8,989,000 2,153,000 0 0 0 0 0 0

1．固定資産取得支出 0 0 0 0 0

2．特定預金積立支出 ( 6,857,000 ) ( 6,113,000 ) ( 744,000 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 971,000 ) ( 1,000,000 ) ( 1,971,000 )

 (1) 退職給付引当預金支出 868,000 861,000 7,000 0 0 0 391,000 0 391,000

 (2) 減価償却引当預金支出 1,289,000 1,252,000 37,000 0 0 0 580,000 0 580,000

 (3) 支部運営積立預金支出 0 0 0 - - 0 - - 0

 (4) 支部記念事業積立預金支出 0 0 0 - - 0 - - 0

 (5) 支部大会積立預金支出 1,000,000 1,000,000 0 - 0 1,000,000 1,000,000

 (6) 災害対応積立預金支出 0 0 0 - - 0 - - 0

 (7) 地域貢献資金支出 3,700,000 3,000,000 700,000 - - 0 - - 0

6,857,000 6,113,000 744,000 0 0 0 971,000 1,000,000 1,971,000

4,285,000 2,876,000 1,409,000 0 0 0 � 971,000 � 1,000,000 � 1,971,000

58,266,000 55,220,000 3,046,000 4,670,000 0 4,670,000 15,493,000 1,000 15,494,000

64,860,000 55,927,000 8,933,000 4,983,000 0 4,983,000 16,781,000 1,000,000 17,781,000

� 6,594,000 � 707,000 � 5,887,000 � 313,000 0 � 313,000 � 1,288,000 � 999,000 � 2,287,000

46,766,175 48,065,935 � 1,299,760 2,672,050 0 2,672,050 22,333,160 � 997,848 21,335,312

40,172,175 47,358,935 � 7,186,760 2,359,050 0 2,359,050 21,045,160 � 1,996,848 19,048,312

収　支　科　目

 次期繰越収支差額 （I）+（J）

投資活動収入計 （D）

投資活動支出計 （E）

投資活動収支差額 （F）＝（D）-（E）

当期収支差額（I）＝（G）-（H）

前期繰越収支差額（J）

当期支出合計（H）＝（B）+（E）

調査研究
事業

行事
事業

公益受注
事業

H28年度予算

②

増　減
①-②

当期収入合計（G）＝（A）+（D）

H29年度予算

①
【公1】 調査研究事業 【公2】 講演会等事業

全国大会
事業
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(単位：円)

小計 小計

( 0 ) ( 3,692,000 ) ( 3,692,000 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 6,450,000 ) ( 6,450,000 ) ( 10,142,000 ) ( 1,000,000 )

- - - - - - - -

- - - - - - - -

- - - - - - - - 1,000,000

- - - - - 6,450,000 6,450,000 6,450,000 -

- - - - - - - 0 -

- - - - - - - - -

- 3,692,000 3,692,000 - - - - 3,692,000 -

0 3,692,000 3,692,000 0 0 6,450,000 6,450,000 10,142,000 1,000,000

0 0 0

( 0 ) ( 3,700,000 ) ( 3,700,000 ) ( 0 ) ( 108,000 ) ( 0 ) ( 108,000 ) （ 0 ） ( 5,779,000 ) ( 1,078,000 )

0 0 0 0 43,000 0 43,000 0 434,000 434,000

0 0 0 0 65,000 0 65,000 0 645,000 644,000

- - 0 - - - 0 - 0 -

- - 0 - - 0 0 - 0 -

- 0 - - - 0 - 1,000,000 -

- - 0 - - - 0 - 0 -

- 3,700,000 3,700,000 - - - 0 - 3,700,000 -

0 3,700,000 3,700,000 0 108,000 0 108,000 0 5,779,000 1,078,000

0 � 8,000 � 8,000 0 � 108,000 6,450,000 6,342,000 0 4,363,000 � 78,000

1,117,000 5,003,000 6,120,000 2,142,000 3,800,000 8,135,000 14,077,000 22,560,000 62,921,000 18,307,000 � 22,962,000

1,245,000 8,703,000 9,948,000 1,998,000 4,110,000 8,135,000 14,243,000 22,560,000 69,515,000 18,307,000 � 22,962,000

� 128,000 � 3,700,000 � 3,828,000 144,000 � 310,000 0 � 166,000 0 � 6,594,000 0 0

1,239,988 � 341,637 898,351 2,706,231 2,494,761 � 5,048,105 152,887 � 18,257,153 6,801,447 39,964,728

1,111,988 � 4,041,637 � 2,929,649 2,850,231 2,184,761 � 5,048,105 � 13,113 � 18,257,153 207,447 39,964,728 0

広報啓発
事業

創立記念
事業

表彰
事業

地域貢献
事業

土木の日
事業

【公3】 表彰・助成事業

平 成 29 年 度 予 算 事 業 別 内 訳
公 益 目 的 事 業

法人会計公益目的事業
合計

【公5】 広報・啓発事業
公益目的事業

共通

支部内部取引
消去
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5．表彰 

 

平成28年度土木学会選奨土木遺産（関西支部選奨案件） 

百寿橋（奈良県大和郡山市 1936（昭和11）年竣工） 

 

旧国鉄五新線（未成線）鉄道構造物群（奈良県五條市 1959（昭和34）年（五条～城戸間）竣工） 

 

 

平成28年度関西支部技術賞 

技術賞 

明石市内連続立体交差事業における国道２号逆転立体交差工事への新技術導入 

兵庫県東播磨県民局加古川土木事務所 

山陽電気鉄道株式会社鉄道事業本部技術部 

大成建設株式会社関西支店 

 

京都駅改良工事 ～安全・利便性向上の実現に向けて～ 

西日本旅客鉄道株式会社 

大鉄工業株式会社 

ジェイアール西日本コンサルタンツ株式会社 

 

ＫＯＢＥハーベスト(大収穫）プロジェクト 

神戸市建設局 

 

特殊橋梁（追分橋）の大規模地震対策～橋脚更新による全体構造系の変更～ 

西日本高速道路株式会社関西支社滋賀高速道路事務所 

三井造船鉄構エンジニアリング株式会社大阪支店 

 

 

技術賞部門賞 
研修用不具合堤防の整備と活用について 

国土交通省近畿地方整備局近畿技術事務所 

 

短工期を実現した天井板撤去の取り組み ～神戸長田トンネル～ 

阪神高速道路株式会社神戸管理部 

鹿島建設株式会社関西支店 

 

都市部連続立体交差事業における軌道直下での函渠改良事例 

阪神電気鉄道株式会社東灘工事事務所 

株式会社大林組阪神魚崎工事事務所 
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土木学会関西支部 

支部役員等一覧 

 (平成28年度第1回全体幹事会 平成28年6月9日 現在) 
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(平成29年3月31日現在207団体 566口)
(   )内は賛助会員口数を示す

賛助者芳名録

土木学会関西支部
公益社団法人

国 土 交 通 省 近 畿 地 方 整 備 局 (12)

兵 庫 県 県 土 整 備 部 (10)

大 阪 府 (８)

京 都 府 建 設 交 通 部 (５)

奈 良 県 県 土 マ ネ ジ メ ン ト 部 (５)

和 歌 山 県 (５)

滋 賀 県 土 木 交 通 部 (２)

福 井 県 (２)

神 戸 市 (10)

大 阪 市 (８)

堺 市 (５)

京 都 市 (３)

姫 路 市 (２)

西 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社 関 西 支 社 (10)

阪 神 高 速 道 路 株 式 会 社 (10)

本 州 四 国 連 絡 高 速 道 路 株 式 会 社 (５)

西 日 本 高 速 道 路 メ ン テ ナ ン ス 関 西 株 式 会 社 (２)

一 般 社 団 法 人 近 畿 建 設 協 会 (３)

大 阪 ガ ス 株 式 会 社 (10)

電 源 開 発 株 式 会 社 西 日 本 支 店 (３)

阪 神 水 道 企 業 団 (２)

西 日 本 旅 客 鉄 道 株 式 会 社 (６)

京 阪 電 気 鉄 道 株 式 会 社 (４)

阪 急 電 鉄 株 式 会 社 (４)

阪 神 電 気 鉄 道 株 式 会 社 (４)

関 西 エ ア ポ ー ト 株 式 会 社 (３)

近 畿 日 本 鉄 道 株 式 会 社 (２)

神 戸 新 交 通 株 式 会 社 (２)

南 海 電 気 鉄 道 株 式 会 社 (２)

大 阪 高 速 鉄 道 株 式 会 社 (１)

神 戸 電 鉄 株 式 会 社 (１)

山 陽 電 気 鉄 道 株 式 会 社 (１)

新 関 西 国 際 空 港 株 式 会 社 (１)

泉 北 高 速 鉄 道 株 式 会 社 (１)

株 式 会 社 大 林 組 (10)

株 式 会 社 奧 村 組 (10)

鹿 島 建 設 株 式 会 社 関 西 支 店 (10)

株 式 会 社 鴻 池 組 (10)

清 水 建 設 株 式 会 社 関 西 事 業 本 部 (10)

大 成 建 設 株 式 会 社 関 西 支 店 (10)

株 式 会 社 竹 中 土 木 大 阪 本 店 (10)

株 式 会 社 不 動 テ ト ラ (10)

三 井 住 友 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 店 (10)

西 松 建 設 株 式 会 社 関 西 支 店 (８)

前 田 建 設 工 業 株 式 会 社 関 西 支 店 (８)

株 式 会 社 大 本 組 大 阪 支 店 (７)

東 急 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 店 (７)

東 洋 建 設 株 式 会 社 大 阪 本 店 (７)

戸 田 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 店 (７)

株 式 会 社 淺 沼 組 本 社 (６)

株 式 会 社 熊 谷 組 関 西 支 店 (５)

五 洋 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 店 (５)

株 式 会 社 錢 高 組 大 阪 支 社 (５)

大 鉄 工 業 株 式 会 社 (５)

大 豊 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 店 (５)

東 亜 建 設 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 店 (５)

鉄 建 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 店 (３)

東 亜 道 路 工 業 株 式 会 社 関 西 支 社 (３)

株 式 会 社 N I P P O 関 西 支 店 (３)

日 本 道 路 株 式 会 社 関 西 支 店 (３)

株 式 会 社 ピ ー エ ス 三 菱 大 阪 支 店 (３)

株 式 会 社 I H I イ ン フ ラ 建 設 (２)

株 式 会 社 ガ イ ア ー ト T ･ K 関 西 支 店 (２)

川 田 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 店 (２)

株 式 会 社 ケ イ ア ー ル テ ィ (２)

西 武 建 設 株 式 会 社 関 西 支 店 (２)

南 海 辰 村 建 設 株 式 会 社 (２)

株 式 会 社 ハ ン シ ン 建 設 (２)

み ら い 建 設 工 業 株 式 会 社 西 日 本 土 木 本 店 (２)

村 本 建 設 株 式 会 社 大 阪 本 社 (２)

株 式 会 社 森 組 (２)

株 式 会 社 森 本 組 (２)

株 式 会 社 吉 川 組 (２)

青 木 あ す な ろ 建 設 株 式 会 社 大 阪 本 店 (１)

株 式 会 社 安 部 日 鋼 工 業 大 阪 支 店 (１)

株 式 会 社 安 藤 ・ 間 大 阪 支 店 (１)

株 式 会 社 大 阪 防 水 建 設 社 (１)

オ リ エ ン タ ル 白 石 株 式 会 社 大 阪 支 店 (１)

鹿 島 道 路 株 式 会 社 関 西 支 店 (１)

川 田 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 社 (１)

株 式 会 社 環 境 総 合 テ ク ノ ス (１)

極 東 興 和 株 式 会 社 大 阪 支 店 (１)

株 式 会 社 き ん で ん (１)
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公 成 建 設 株 式 会 社 (１)

佐 藤 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 店 (１)

株 式 会 社 佐 藤 渡 辺 近 畿 支 店 (１)

シ バ タ 工 業 株 式 会 社 (１)

株 式 会 社 昭 建 (１)

シ ョ ー ボ ン ド 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 店 (１)

世 紀 東 急 工 業 株 式 会 社 関 西 支 店 (１)

大 成 ロ テ ッ ク 株 式 会 社 関 西 支 社 (１)

大 日 本 土 木 株 式 会 社 大 阪 支 店 (１)

中 外 道 路 株 式 会 社 (１)

株 式 会 社 特 殊 高 所 技 術 (１)

飛 島 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 社 (１)

中 林 建 設 株 式 会 社 (１)

日 特 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 店 (１)

日 本 国 土 開 発 株 式 会 社 大 阪 支 店 (１)

株 式 会 社 福 田 組 大 阪 支 店 (１)

株 式 会 社 フ ジ タ 大 阪 支 店 (１)

ヤ マ ト 工 業 株 式 会 社 (１)

株 式 会 社 吉 田 組 (１)

吉 村 建 設 工 業 株 式 会 社 (１)

寄 神 建 設 株 式 会 社 (１)

若 築 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 店 (１)

株 式 会 社 I H I イ ン フ ラ シ ス テ ム (５)

高 田 機 工 株 式 会 社 (４)

神 鋼 鋼 線 工 業 株 式 会 社 (３)

新 日 鐵 住 金 株 式 会 社 大 阪 支 社 (３)

株 式 会 社 横 河 ブ リ ッ ジ 大 阪 支 店 (２)

エ ム ・ エ ム  ブ リ ッ ジ 株 式 会 社 (１)

株 式 会 社 関 電 パ ワ ー テ ッ ク (１)

株 式 会 社 共 和 電 業 大 阪 営 業 所 (１)

株 式 会 社 神 戸 製 鋼 所 (１)

株 式 会 社 駒 井 ハ ル テ ッ ク (１)

日 本 橋 梁 株 式 会 社 (１)

日 本 車 輌 製 造 株 式 会 社 大 阪 支 店 (１)

株 式 会 社 マ ル イ (１)

三 井 造 船 鉄 構 エ ン ジ ニ ア リ ン グ 株 式 会 社 (１)

ケ イ コ ン 株 式 会 社 (２)

旭 コ ン ク リ ー ト 工 業 株 式 会 社 (１)

京 都 生 コ ン ク リ ー ト 工 業 組 合 (１)

昭 和 コ ン ク リ ー ト 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 店 (１)

住 友 大 阪 セ メ ン ト 株 式 会 社 (１)

デ ン カ 株 式 会 社 大 阪 支 店 (１)

日 本 ヒ ュ ー ム 株 式 会 社 大 阪 支 社 (１)

和 歌 山 県 生 コ ン ク リ ー ト 工 業 組 合 (１)

株 式 会 社 建 設 技 術 研 究 所 大 阪 本 社 (５)

ジ ェ イ ア ー ル 西 日 本 コ ン サ ル タ ン ツ 株 式 会 社 (５)

中 央 復 建 コ ン サ ル タ ン ツ 株 式 会 社 (５)

株 式 会 社 ニ ュ ー ジ ェ ッ ク (５)

パ シ フ ィ ッ ク コ ン サ ル タ ン ツ 株 式 会 社 大 阪 本 社 (５)

い で あ 株 式 会 社 大 阪 支 社 (３)

協 和 設 計 株 式 会 社 (３)

株 式 会 社 修 成 建 設 コ ン サ ル タ ン ト (３)

東 洋 技 研 コ ン サ ル タ ン ト 株 式 会 社 (３)

西 日 本 高 速 道 路 エ ン ジ ニ ア リ ン グ 関 西 株 式 会 社 (３)

日 本 工 営 株 式 会 社 大 阪 支 店 (３)

阪 神 高 速 技 術 株 式 会 社 (３)

八 千 代 エ ン ジ ニ ヤ リ ン グ 株 式 会 社 大 阪 支 店 (３)

応 用 地 質 株 式 会 社 関 西 支 社 (２)

株 式 会 社 オ リ エ ン タ ル コ ン サ ル タ ン ツ 関 西 支 店 (２)

川 崎 地 質 株 式 会 社 西 日 本 支 社 (２)

株 式 会 社 近 畿 地 域 づ く り セ ン タ ー (２)

国 際 航 業 株 式 会 社 西 日 本 支 社 (２)

株 式 会 社 東 京 建 設 コ ン サ ル タ ン ト 関 西 本 社 (２)

内 外 構 造 株 式 会 社 (２)

株 式 会 社 富 士 ピ ー ・ エ ス 関 西 支 店 (２)

株 式 会 社 オ オ バ 大 阪 支 店 (１)

開 発 虎 ノ 門 コ ン サ ル タ ン ト 株 式 会 社 関 西 支 店 (１)

株 式 会 社 片 平 エ ン ジ ニ ア リ ン グ 滋 賀 事 務 所 (１)

株 式 会 社 か ん こ う (１)

株 式 会 社 関 西 シ ビ ル コ ン サ ル タ ン ト (１)

基 礎 地 盤 コ ン サ ル タ ン ツ 株 式 会 社 関 西 支 社 (１)

株 式 会 社 橋 梁 コ ン サ ル タ ン ト 大 阪 事 業 所 (１)

株 式 会 社 近 代 設 計 (１)

計 測 テ ク ノ 株 式 会 社 (１)

株 式 会 社 C O R E 技 術 研 究 所 (１)

株 式 会 社 サ ン ワ コ ン (１)

株 式 会 社 社 会 シ ス テ ム 総 合 研 究 所 (１)

正 和 設 計 株 式 会 社 (１)

セ ン ト ラ ル コ ン サ ル タ ン ト 株 式 会 社 大 阪 支 社 (１)

全 日 本 コ ン サ ル タ ン ト 株 式 会 社 (１)

株 式 会 社 綜 合 技 術 コ ン サ ル タ ン ト 大 阪 支 社 (１)

綜 合 計 測 株 式 会 社 (１)

大 日 コ ン サ ル タ ン ト 株 式 会 社 大 阪 支 社 (１)

大 日 本 コ ン サ ル タ ン ト 株 式 会 社 大 阪 支 社 (１)

一 般 財 団 法 人 地 域  地 盤  環 境  研 究 所 (１)

中 央 開 発 株 式 会 社 関 西 支 社 (１)

中 央 コ ン サ ル タ ン ツ 株 式 会 社 大 阪 支 店 (１)

中 電 技 術 コ ン サ ル タ ン ト 株 式 会 社 (１)

株 式 会 社 長 大 大 阪 支 社 (１)

株 式 会 社 千 代 田 コ ン サ ル タ ン ト 大 阪 支 店 (１)

株 式 会 社 ト ー ニ チ コ ン サ ル タ ン ト 西 日 本 支 社 (１)

株 式 会 社 ニ チ ゾ ウ テ ッ ク 技 術 コ ン サ ル テ ィ ン グ 本 部 (１)

株 式 会 社 日 建 技 術 コ ン サ ル タ ン ト (１)

株 式 会 社 日 水 コ ン 大 阪 支 所 (１)

株 式 会 社 日 本 工 業 試 験 所 (１)

株 式 会 社 日 本 構 造 橋 梁 研 究 所 大 阪 支 社 (１)

株 式 会 社 日 本 港 湾 コ ン サ ル タ ン ト 関 西 支 社 (１)

日 本 シ ビ ッ ク コ ン サ ル タ ン ト 株 式 会 社 大 阪 支 店 (１)

株 式 会 社 日 本 ピ ー エ ス (１)

株 式 会 社 バ ウ エ ン ジ ニ ア リ ン グ (１)

株 式 会 社 パ ス コ 関 西 事 業 部 (１)

阪 急 設 計 コ ン サ ル タ ン ト 株 式 会 社 (１)

阪 神 高 速 技 研 株 式 会 社 (１)

株 式 会 社 阪 神 コ ン サ ル タ ン ツ (１)

ヒ ロ セ 株 式 会 社 (１)
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株 式 会 社 富 士 技 建 (１)

復 建 調 査 設 計 株 式 会 社 大 阪 支 社 (１)

株 式 会 社 丸 尾 計 画 事 務 所 (１)

三 井 共 同 建 設 コ ン サ ル タ ン ト 株 式 会 社 関 西 支 社 (１)

大 阪 府 道 路 公 社 (３)

神 戸 市 道 路 公 社 (３)

阪 神 国 際 港 湾 株 式 会 社 (２)

公 益 財 団 法 人 兵 庫 県 ま ち づ く り 技 術 セ ン タ ー (２)

大 阪 港 埠 頭 株 式 会 社 (１)

一 般 財 団 法 人 神 戸 す ま い ま ち づ く り 公 社 (１)

一 般 財 団 法 人 都 市 技 術 セ ン タ ー (１)

一 般 財 団 法 人 阪 神 高 速 道 路 技 術 セ ン タ ー (１)

兵 庫 県 道 路 公 社 (１)

エ ヌ ・ テ ィ ・ テ ィ ・ イ ン フ ラ ネ ッ ト 株 式 会 社 関 西 支 店 (５)

日 本 コ ム シ ス 株 式 会 社 関 西 支 店 (１)

株 式 会 社 O M こ う べ (２)

神 戸 地 下 街 株 式 会 社 (２)

B A S F ジ ャ パ ン 株 式 会 社 大 阪 支 店 (１)

山 宗 化 学 株 式 会 社 大 阪 支 店 (１)
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公益社団法人 

土木学会関西支部 
寄附者芳名録 

（平成29年3月31日現在） 

 

土木学会関西支部地域貢献資金寄附 

（敬称略） 

氏 名(法人の場合は団体名) 金 額 用 途（指定がなければ空白） 

石 倉 洋 一 ¥3,000 

梶 川 靖 治 ¥30,000 

梶 谷 義 昭 ¥5,000 学生会員海外研修支援事業 

嘉 門 雅 史 ¥50,000 

川 谷 充 郎 ¥30,000 

木 村   亮 ¥300,000 学生会員海外研修支援事業 

清田軌道工業株式会社 ¥20,000 

佐 野 郁 雄 ¥10,000 

澤 村 賀 行 ¥3,000 

嶋 津 治 希 ¥3,000 緊急災害調査活動 

瀬 尾 大 蔵 ¥10,000 

十河建設株式会社 ¥10,000 

竹 中 康 訓 ¥50,000 土木をめざす子供をつくろう 

寺 前 真 次 ¥5,000  

東洋技研コンサルタント株式会社 ¥20,000  

友 廣 康 二 ¥20,000  

長 尾 嘉 浩 ¥10,000  

中 村 雅 彦 ¥20,000  

西 川 直 輝 ¥10,000  

波多野 真 樹 ¥5,000  

速 水 義 一 ¥10,000  

株式会社藤井組 ¥30,000  

三 方 康 弘 ¥30,000 学生会員海外研修支援事業 

幸   和 範 ¥10,000  

匿 名 ¥10,000  

 

 

土木ボランタリー寄附（dVd）の内、関西支部dvd普及活動と認定された寄附 

＊払込取扱票に支部の識別を記載した場合、関西支部dVd普及活動と認定され、 

寄付金額の35％が支部に配分 

（敬称略） 

氏 名(法人の場合は団体名) 金 額 用 途（指定がなければ空白） 

金 盛   弥 ¥10,000 
 

牧 野 文 雄 ¥10,000 
 

三 村   衛 ¥20,000 
 

 ＊14,000円（定数配分：40,000円×35％）が支部に配分された 
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